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国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
『
顕
広
王
記
』
は
、
平
安
時
代
末
期
の
神
祇
伯
・
顕

広
王
が
記
し
た
日
記
の
自
筆
原
本
で
あ
る
。
「
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
」
の
一

点
で
（
資
料
番
号
H
ー
七
四
三
ー
二
九
六
）
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）
、
『
仲
資
王

記
』
『
業
資
王
記
』
以
下
、
子
孫
の
日
記
と
と
も
に
、
「
伯
家
記
録
」
と
し
て
重
要
文

化
財

に
指
定
さ
れ
た
。
現
存
す
る
の
は
応
保
三
年
（
長
寛
元
年
、
二
六
三
）
か
ら

治
承
二
年
（
二
七
八
）
ま
で
の
七
巻
で
、
全
て
具
注
暦
に
記
さ
れ
た
暦
記
で
あ
る
。

今

回
は
こ
の
う
ち
、
応
保
三
年
、
長
寛
三
年
（
永
万
元
年
、
二
六
五
）
、
仁
安
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

（
＝
六
七
）
の
三
巻
分
を
翻
刻
、
紹
介
す
る
。

　
顕
広
王
は
花
山
天
皇
の
曾
孫
で
あ
る
安
芸
権
守
源
顕
康
の
子
で
、
母
は
勧
修
寺
流

藤
原
氏
の
左
中
弁
隆
方
女
。
康
治
二
年
（
＝
四
三
）
四
月
廿
三
日
、
従
五
位
下
で

正
親
正
に
任
じ
ら
れ
た
の
が
初
見
で
（
『
本
朝
世
紀
』
同
日
条
）
、
長
寛
三
年
正
月
廿

三

日
、
従
五
位
上
で
神
祇
伯
と
な
り
、
仁
安
元
年
（
二
六
六
）
十
一
月
、
正
五
位

下
、
同
二
年
二
月
十
一
日
、
従
四
位
下
に
叙
さ
れ
る
（
以
上
、
本
記
長
寛
三
年
正
月
廿

三

日
条
裏
書
参
照
）
。
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
十
二
月
五
日
、
神
祇
伯
を
二
男
仲
資

に
譲
り
、
翌
年
二
月
廿
日
出
家
（
本
記
各
同
日
条
）
。
治
承
四
年
（
＝
八
〇
）
七
月

十
九
日
、
八
十
六
歳
で
没
し
た
（
『
山
椀
記
』
同
日
条
。
逆
算
す
る
と
、
顕
広
の
生
年
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

嘉
保
二
年
（
一
〇
九
五
）
と
な
る
）
。
彼
に
つ
い
て
は
藤
森
馨
氏
の
研
究
に
く
わ
し
い

が
、
氏
に
よ
れ
ば
、
王
氏
長
者
の
地
位
を
確
立
し
、
神
祇
官
の
長
官
で
あ
る
伯
と
王

号
を
世
襲
し
た
家
柄
で
あ
る
白
川
伯
王
家
の
祖
と
な
っ
た
人
物
と
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
皇
親
の
名
籍
を
管
理
し
、
諸
王
を
統
括
す
る
官
職
で
あ
る
正
親
正
に
就
任
し
た

顕
広
は
、
そ
れ
ま
で
第
一
親
王
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
王
氏
爵
の
推
挙
権
を
掌
握

し
た
。
諸
王
を
統
括
す
る
権
限
は
こ
れ
以
前
、
親
王
や
源
氏
長
者
に
よ
っ
て
掌
握
さ

れ
て

き
た
が
、
顕
広
王
は
こ
れ
を
挺
子
と
し
て
王
氏
の
執
務
を
独
立
さ
せ
、
さ
ら
に

神
祇
伯
の
世
襲
に
よ
っ
て
、
神
祇
伯
が
王
氏
の
執
務
を
担
う
体
制
を
築
き
上
げ
た
の

　
　
（
3
）

で
あ
る
。
な
お
、
一
般
に
伯
家
で
は
、
任
伯
ま
で
は
源
姓
を
称
し
、
任
伯
と
同
時
に

王
号

を
称
し
た
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
顕
広
の
場
合
、
任
伯
以
前
か
ら
王
号
を
称
し

て

い

た
。
任
伯
と
同
時
に
王
号
を
称
す
る
の
は
、
本
来
賜
姓
し
て
源
氏
と
な
っ
た
庶

子
が
任
伯
に
際
し
王
氏
に
復
し
た
た
め
で
あ
り
、
顕
広
の
孫
・
資
宗
王
に
は
じ
ま
る

こ
と
が
藤
森
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
『
顕
広
王
記
』
の
諸
本
と
し
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
（
白
川
家
本
・
藤
波
家
本
）
、

京
都
大
学
総
合
博
物
館
（
勧
修
寺
家
本
）
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
水
府
明
徳
会

彰
孝
館
文
庫
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
な
ど
の
各
機
関
に
写
本
が
伝
来
し
て
い
る

が
、
ほ
と
ん
ど
が
自
筆
本
と
同
じ
構
成
で
あ
る
。
だ
が
、
「
訂
正
伯
家
五
代
記
」
（
後
述
）

に

も
収
録
さ
れ
て
い
る
柳
原
家
本
『
伯
家
代
々
記
目
録
』
を
見
る
と
、
現
存
の
七
巻
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に
加
え
、
永
久
五
年
（
一
一
一
七
）
、
久
安
四
年
（
一
一
四
八
）
、
久
寿
元
年
（
＝
五
四
）
、

同
二
年
、
保
元
二
年
（
二
五
七
）
、
永
暦
元
（
＝
六
〇
）
、
応
保
元
年
（
＝
六
一
）
、

嘉
応
元
年
（
二
六
九
）
、
承
安
元
年
（
二
七
一
）
、
同
三
年
、
安
元
元
年
（
＝
七
五
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

治
承
三
年
（
二
七
九
）
、
同
四
年
の
計
二
十
巻
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
目

録
の

記
さ
れ
た
時
期
は
不
明
）
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
起
筆
を
永
久
五
年
と
し
て
も
、
顕

広
二
十
三
歳
か
ら
最
晩
年
の
八
十
六
歳
ま
で
六
十
三
年
間
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
当

該
期
の
日
記
と
し
て
は
類
例
を
見
な
い
ほ
ど
、
長
期
に
わ
た
り
書
き
継
が
れ
た
日
記

で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
現
在
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
顕
広
六
十
九
歳
か
ら
八
十
四

歳

と
い
う
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
高
齢
の
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ほ

ぼ
顕
広
の
神
祇
伯
在
任
期
間
と
重
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
伝
存
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、
神
祇
伯
の
先
例
や
作
法
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
後
代
の
伯
家
に
お
い
て
と

く
に
重
視
さ
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
顕
広
王
記
』
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
昭
和
九
年
（
一
九
三
三
）
刊
行
の
曾
根
研

三
氏

『伯
家
記
録
考
』
に
収
録
さ
れ
た
「
訂
正
伯
家
五
代
記
」
の
申
に
一
部
が
翻
刻

　
　
　
　
（
5
）

さ
れ
て
い
る
。
「
訂
正
伯
家
五
代
記
」
と
は
、
近
世
初
頭
の
神
祇
伯
雅
陳
王
が
、
顕

広
の
ほ
か
仲
資
・
業
資
・
資
益
・
忠
富
の
五
代
の
日
記
か
ら
、
神
事
関
係
記
事
を
中

心

に
抄
出
し
た
『
伯
家
五
代
記
』
（
原
本
は
書
陵
部
所
蔵
）
を
、
曾
根
氏
が
諸
本
に
よ

り
校
訂
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
一
般
に
『
顕
広
王
記
』
を
利
用
す
る
際
に
は
こ
れ

が
広
く
用
い
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
「
訂
正
伯
家
五
代
記
」
は
あ
く
ま
で
抄
録
本
で
、

多
く
の
記
事
が
未
翻
刻
の
ま
ま
で
あ
る
上
、
翻
刻
さ
れ
た
記
事
自
体
、
自
筆
本
と
比

較
す
る
と
誤
写
な
ど
の
問
題
が
多
い
。
そ
も
そ
も
大
正
十
年
（
一
九
一
二
）
、
伯
家

の
後
商
で
あ
る
白
川
子
爵
家
が
宮
内
省
に
献
上
し
た
書
陵
部
所
蔵
白
川
家
本
が
近
世

初

頭
の
写
本
で
あ
る
よ
う
に
、
自
筆
本
は
か
な
り
早
い
段
階
で
流
出
し
て
い
た
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

く
、
近
年
ま
で
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
今
回
、
我
々
が
『
顕
広
王
記
』

を
自
筆
本
に
よ
っ
て
あ
ら
た
め
て
翻
刻
、
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
の
は
、
か
か
る
事

情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
回
紹
介
す
る
応
保
三
年
か
ら
仁
安
二
年
は
、
後
白
河
院
を
排
除
し

た
二
条
天
皇
に
よ
る
親
政
か
ら
、
二
条
の
死
去
に
伴
っ
て
後
白
河
院
政
が
復
活
、
同

時
に
平
家
が
急
速
に
勢
力
を
伸
張
し
て
ゆ
く
と
い
う
興
味
深
い
時
期
で
あ
る
。
し
か

し
、
一
方
で
残
存
す
る
記
録
の
少
な
い
時
期
で
も
あ
り
、
本
記
の
内
容
は
、
こ
の

時
期
の
政
治
・
社
会
を
理
解
す
る
上
で
大
変
重
要
で
あ
る
。
中
で
も
『
長
寛
勘
文
』

で
有
名
な
、
甲
斐
国
八
代
庄
停
廃
を
め
ぐ
る
熊
野
と
甲
斐
国
守
の
訴
訟
（
応
保
三
年

三

月
四
日
条
）
、
興
福
寺
前
別
当
恵
信
の
軍
兵
乱
入
事
件
（
永
万
元
年
三
月
二
十
五
日
、

八
月
十
二
日
・
十
三
日
条
）
、
『
平
家
物
語
』
巻
一
「
額
打
論
」
で
有
名
な
、
二
条
上

皇
の
葬
送
に
端
を
発
し
た
興
福
寺
・
延
暦
寺
の
抗
争
（
同
八
月
九
日
・
三
十
日
条
）
、

以
仁
王
元
服
（
同
十
二
月
十
六
日
条
。
本
文
で
は
「
為
仁
」
と
記
載
）
な
ど
は
、
他
に

同
時
期
の
記
録
史
料
が
存
在
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
事
件
を
知
る
上
で
本
記
が
欠
か
せ
な

い
。
ま
た
長
寛
三
年
、
顕
広
が
清
盛
の
許
に
参
っ
た
と
こ
ろ
、
寝
殿
東
妻
に
招
き
入

れ

ら
れ
直
接
面
談
し
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
是
生
前
面
目
也
」
と
記
す
同
年
二
月

四

日
条
も
、
す
で
に
竹
内
理
三
氏
が
注
目
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
清
盛
が
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

か

に
見
ら
れ
て
い
た
か
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
竹
内
氏
は
顕
広
が
清
盛

の

許
に
参
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
顕
広
が
清
盛
に
面
談
し
た
の

が
神
祇
伯
就
任
直
後
で
、
右
大
臣
経
宗
な
ど
に
慶
賀
を
行
っ
た
翌
日
で
あ
る
か
ら
、

神
祇
伯
就
任
に
伴
う
慶
賀
で
あ
ろ
う
。
顕
広
は
翌
月
も
六
波
羅
を
訪
ね
て
い
る
ほ
か

（
同
三
月
十
二
日
条
）
、
広
田
社
領
を
め
ぐ
る
訴
訟
で
も
六
波
羅
の
者
を
仲
介
し
て
お

り
（
同
九
月
十
五
日
、
十
月
十
三
日
条
）
、
平
家
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

顕
広
が
神
祇
伯
就
任
の
慶
賀
の
た
め
清
盛
に
参
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
彼
が
神
祇
伯

に
就
任
し
て
、
伯
家
を
確
立
で
き
た
こ
と
自
体
、
か
か
る
平
家
と
の
関
係
が
背
景
に

あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
本
記
に
特
徴
的
な
記
事
と
し
て
は
、
神
事
や
神
祇
官
の
運
営
に
関
す
る
も

の

が
あ
げ
ら
れ
る
。
と
く
に
顕
広
の
任
伯
（
長
寛
三
年
二
月
三
日
条
）
や
神
祇
官
庁

参
着
に
伴
う
儀
礼
（
同
七
月
六
～
十
「
日
条
裏
書
）
な
ど
は
、
伯
家
以
外
の
記
録
に
は

全
く
見
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
中
世
の
神
祇
官
や
伯
家
に
つ
い
て
理
解
す
る
上
で
き

わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
と
く
に
前
者
の
記
事
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
顕
広
が
ト
部
兼
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友
を
年
預
家
司
に
補
任
し
て
い
る
事
実
で
あ
り
、
藤
森
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
神
道
史

的
見
地
か
ら
、
「
後
世
白
川
伯
王
家
と
神
祇
界
を
二
分
し
、
拮
抗
す
る
に
至
る
ト
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

氏

が
、
こ
の
当
時
顕
広
王
の
家
司
を
勤
め
て
い
」
た
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
だ

が
、
こ
の
と
き
兼
友
は
同
時
に
神
祇
大
祐
だ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
神
祇
官
と
い
う

官
庁
と
顕
広
の
家
政
機
関
が
重
複
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
官
司
請
負
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス

と
し
て
も
注
目
さ
れ
よ
う
。
と
く
に
神
祇
官
の
場
合
、
官
司
請
負
と
し
て
理
解
す

る
と
、
長
官
で
あ
る
伯
だ
け
で
な
く
、
大
副
・
大
祐
も
中
臣
氏
や
ト
部
氏
、
忌
部
氏

に
よ
っ
て
世
襲
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
の
氏
族
が
ど
の
よ
う
に
編

成
さ
れ
、
神
祇
官
が
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
た
か
を
解
明
す
る
こ

と
は
今
後
の
課
題
だ
が
、
さ
し
あ
た
り
こ
こ
で
は
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
永
万
元

年
十
二
月
一
日
条
裏
書
に
記
さ
れ
た
、
忌
部
氏
の
長
者
職
を
め
ぐ
る
相
論
に
つ
い
て

ふ
れ
て
お

こ
う
。
こ
れ
は
六
条
天
皇
即
位
後
初
度
の
例
幣
に
際
し
、
長
ら
く
忌
部
氏

の
長
者
で
あ
っ
た
明
友
を
例
幣
使
と
し
て
発
遣
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
孝
重
が
位

階
上
膓
の
故
を
以
て
自
分
こ
そ
長
者
と
し
て
発
遣
さ
れ
る
べ
き
と
訴
え
た
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
相
論
に
つ
い
て
顕
広
は
「
理
有
明
友
」
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
神
祇

官
で
は
官
人
と
し
て
の
地
位
を
以
て
長
者
と
す
る
の
が
例
で
あ
り
、
卜
部
氏
も
同
様

で

あ
る
こ
と
、
明
友
が
「
相
伝
譲
状
文
書
等
」
を
帯
し
、
「
嫡
々
相
承
」
で
あ
る
こ

と
を
あ
げ
て
い
る
。
一
般
に
氏
長
者
が
氏
族
中
最
高
の
官
位
に
あ
る
者
を
以
て
任
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
＞

ら
れ
た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
り
、
中
世
以
降
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
継
承
原
理
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

変
化

し
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
位
階
で
は
な
く
、
神
祇
官

の

職
に
あ
る
こ
と
と
一
族
の
長
者
の
地
位
が
連
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
さ
ら
に
か
か
る
地
位
は
文
書
の
相
伝
を
背
景
に
「
嫡
々
相
承
」
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
つ
ま
り
、
氏
長
者
と
は
単
純
に
氏
族
中
最
高
の
官
位
に
あ
る
者
な
の
で
は
な

く
、
特
定
の
官
職
に
あ
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
文
書
の
相
伝
を

介

し
て
官
職
が
嫡
系
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
、
氏
長
者
の
地
位
自
体
が
嫡
系
に
継

承
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
官

司
請
負
が
形
成
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
氏
族
の
構
造
が
変
質
し
て
、
嫡
継
承
さ
れ

る
中
世
的
な
「
家
」
を
基
盤
と
し
て
再
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
特
定
の
官
職
と
氏
長
者
と
の
結
合
と
い
う
現
象
は
、
神
祇
官
の
み

な
ら
ず
、
小
槻
氏
長
者
と
大
夫
史
（
左
大
史
）
、
藤
氏
長
者
と
摂
関
な
ど
で
も
認
め

ら
れ
る
か
ら
、
中
世
の
国
家
構
造
を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
と
思
わ
れ

る
。
現
状
で
は
、
か
か
る
中
世
の
神
祇
官
や
氏
の
研
究
は
遅
れ
て
い
る
が
、
本
記
の

紹
介
が
そ
の
解
明
に
少
し
で
も
役
立
つ
こ
と
を
望
み
た
い
。

　
最
後
に
、
今
回
の
翻
刻
は
、
二
〇
〇
二
年
四
月
よ
り
二
〇
〇
五
年
十
一
月
に
か
け

神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
（
博
士
課
程
）
で
の
高
橋
担
当
の
演
習
に
お
け
る

作
業
を
も
と
に
樋
口
が
編
集
し
、
解
題
を
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
演
習
に
は
樋

口

の
他
、
横
井
靖
仁
・
森
田
竜
雄
・
正
木
有
美
・
久
渡
真
由
美
・
崔
莉
郷
・
川
浪
史
雄
・

山
本
陽
一
郎
・
平
田
樹
理
・
卜
敬
潭
・
八
代
醍
ひ
と
み
が
参
加
し
た
。
『
顕
広
王
記
』

の

原
本
閲
覧
・
翻
刻
お
よ
び
本
研
究
報
告
へ
の
掲
載
を
許
さ
れ
た
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
た
い
。

註（
1
）
　
各
巻
の
料
紙
の
形
状
や
法
量
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
田
中
穣
氏
旧
蔵
典

　

籍
古
文
書
目
録
〔
古
文
書
・
記
録
類
編
〕
』
（
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）
　
藤
森
馨
「
白
川
伯
王
家
の
成
立
」
（
『
平
安
時
代
の
宮
廷
祭
祀
と
神
祇
官
人
』
大
明
堂
、

　
　
二
〇
〇
〇
年
。
初
出
は
一
九
八
四
年
）
。
同
「
顕
広
王
記
」
（
『
日
本
歴
史
「
古
記
録
」
総
覧
　
古
代
・

　

中
世
編
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
〇
年
）
も
参
照
。

（
3
）
　
な
お
、
藤
森
氏
は
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
本
記
仁
安
二
年
十
一
月
十
一
日
条
に
は
「
今
日
被
下

　

宣
旨
云
、
正
親
正
顕
行
解
氏
務
、
可
付
長
者
云
々
」
と
あ
る
。
顕
行
は
顕
広
の
長
男
で
、
顕
綱

　

と
も
称
し
た
が
、
『
顕
広
王
記
』
で
は
二
男
仲
資
を
「
大
夫
」
と
称
す
る
の
に
対
し
、
顕
行
は
「
顕

　
　
行
王
」
と
他
人
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
顕
行
は
の
ち
王
氏
爵
の
推
挙
権
を
め
ぐ
り
、

　
　
顕
広
か
ら
神
祇
伯
を
譲
ら
れ
た
仲
資
と
争
っ
て
い
る
か
ら
（
『
玉
葉
』
治
承
二
年
正
月
五
日
条
）
、

　
　
顕
広
と
の
関
係
は
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
（
『
尊
卑
分
豚
』
に
は
顕
綱
に
つ
い
て

　
　
「
或
顕
康
子
云
々
」
と
あ
る
か
ら
、
彼
は
実
際
に
は
顕
広
の
弟
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
）
。
顕

　
　
行
が
「
氏
務
」
を
解
か
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
顕
広
は
「
此
事
不
穏
便
、
更
以
所
不
存
也
」
と

　
　
記
し
て
い
る
が
、
前
掲
の
『
玉
葉
』
は
王
氏
爵
に
つ
い
て
「
中
古
以
来
、
諸
王
之
中
為
長
者
之

　
　
者
挙
之
、
年
来
神
祇
伯
顕
広
王
所
挙
也
」
と
記
す
か
ら
、
「
長
者
」
と
は
顕
広
自
身
の
こ
と
と
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考
え
ら
れ
る
。
顕
行
の
王
氏
に
関
す
る
権
限
を
剥
奪
し
て
、
顕
広
が
こ
れ
を
得
た
の
で
あ
る
か

　
　
ら
、
こ
の
こ
と
も
王
氏
長
者
の
権
限
確
立
、
王
氏
長
者
と
神
祇
伯
の
一
体
化
を
考
え
る
上
で
画

　
　
期
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

（
4
）
　
こ
の
う
ち
、
応
保
元
年
七
月
十
八
日
・
廿
五
日
・
廿
八
日
条
は
、
近
世
水
戸
藩
の
編
に
な
る

　
　
『
進
献
記
録
抄
纂
』
廿
三
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
本
）
に
逸
文
が
確
認
で
き
る
。

（
5
）
　
西
宮
神
社
社
務
所
刊
。
の
ち
「
伯
家
五
代
記
」
は
竹
内
理
三
編
『
続
史
料
大
成
』
（
臨
川
書
店
、

　
　
一
九
六
七
年
）
に
再
収
録
（
た
だ
し
、
現
在
普
及
し
て
い
る
『
増
補
続
史
料
大
成
』
に
は
収
録

　
　
さ
れ
て
い
な
い
）
。

（
6
）
　
『
伯
家
記
録
考
』
は
、
『
仲
資
王
記
』
の
自
筆
本
の
一
部
を
京
都
の
田
中
勘
兵
衛
氏
（
穣
氏
の

　
　
祖
父
）
が
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
ま
で
は
記
し
て
い
る
が
、
『
顕
広
王
記
』
自
筆
本
に
関
す
る
記

　
　
載
は
な
い
。
な
お
、
田
中
氏
お
よ
び
そ
の
旧
蔵
典
籍
古
文
書
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
田
中
穣
氏

　
　
旧
蔵
典
籍
古
文
書
目
録
』
の
「
解
題
」
（
高
橋
一
樹
・
高
橋
秀
樹
氏
執
筆
）
を
参
照
。

（
7
）
　
竹
内
理
三
『
日
本
の
歴
史
6
武
士
の
登
場
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
五
年
。
中
公
文
庫
版
、

　
　
一
九
七
三
年
）
、
四
〇
一
頁
（
文
庫
版
）
。
な
お
、
高
橋
昌
明
『
平
清
盛
福
原
の
夢
』
（
講
談
社

　
　
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
〇
七
年
）
、
五
八
頁
も
参
照
。

（
8
）
藤
森
註
2
前
掲
「
顕
広
王
記
」
。
な
お
、
仁
安
二
年
六
月
三
日
条
裏
書
か
ら
、
後
世
卜
部
氏
（
吉

　
　
田
家
）
が
自
称
し
た
（
神
祇
管
領
）
長
上
に
つ
い
て
も
伯
に
よ
っ
て
補
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

　
　
わ
か
り
、
伯
家
と
ト
部
氏
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。

（
9
）
　
氏
長
者
に
つ
い
て
は
、
竹
内
理
三
「
氏
長
者
」
（
『
竹
内
理
三
著
作
集
』
第
五
巻
「
貴
族
政
治

　
　
の
展
開
」
角
川
書
店
、
一
九
九
九
年
。
初
出
は
一
九
五
四
年
）
、
橋
本
義
彦
「
藤
氏
長
者
と
渡
領
」

　
　
（
『
平
安
貴
族
社
会
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
。
初
出
は
一
九
七
二
年
）
等
を
参
照
。

（
1
0
）
　
高
橋
秀
樹
『
日
本
中
世
の
家
と
親
族
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）
、
西
谷
正
浩
『
日
本

　

中
世
の
所
有
構
造
』
（
塙
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
等
。

　
　
　
　
　
　
高
橋
　
昌
明
（
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
）

　
　
　
　
　
　
樋

口
健
太
郎
（
神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
）

（二
〇

〇

七
年
四
月
四
日
受
理
、
二
〇
〇
七
年
九
月
一
四
日
審
査
終
了
）

○
凡
例

　　　　一　　一一一一一　　　　一　　一一　　　　一　　一一］

本
翻
刻
の
底
本
に
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
『
顕
広
王
記
』
自
筆
本
を
用
い
た
。

漢
字
は
原
則
と
し
て
現
行
の
字
体
を
用
い
た
。

日
付
・
干
支
以
外
の
暦
部
分
は
省
略
し
た
。
具
注
暦
巻
末
の
暦
祓
は
一
括
し
て
末

尾
に
掲
載
し
た
。

虫
損
等
の
破
損
に
よ
り
判
読
困
難
な
文
字
は
、
そ
の
字
数
を
口
で
示
し
、
推
定
困

難
な
場
合
に
は
［
　
　
］
で
示
し
た
。

塗

抹
文
字
で
判
読
で
き
る
も
の
は
左
傍
に
こ
を
付
し
、
書
き
改
め
た
文
字
は
右
傍

に

示
し
た
。
判
読
で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の
字
数
を
■
で
示
し
た
。

重

ね
書
き
に
よ
り
書
き
改
め
た
文
字
は
後
で
書
か
れ
た
文
字
を
本
文
と
し
、
も
と

の
文
字
が
判
読
で
き
る
場
合
、
（
×
　
）
と
し
て
右
傍
に
示
し
た
。

破
損
・
塗
抹
文
字
以
外
で
判
読
困
難
な
文
字
は
■
で
示
し
た
。

題
簸
・
別
筆
の
範
囲
は
「
」
で
括
り
示
し
た
。

翻
刻
者
に
よ
る
註
は
括
弧
に
入
れ
、
或
い
は
○
を
冠
し
て
本
文
と
区
別
し
た
。
そ

の

際
、
校
訂
に
関
す
る
傍
注
は
〔
〕
、
人
名
等
に
関
す
る
傍
注
は
（
）
で
右
傍

に
示
し
た
。

割
注
内
の
細
注
は
〈
　
〉
に
入
れ
て
示
し
た
。

本
文
中
に
適
宜
読
点
（
、
）
お
よ
び
並
列
点
（
・
）
を
付
し
た
。

本

文
の
配
列
は
翻
刻
者
の
判
断
に
よ
り
ま
と
め
た
。
同
日
条
に
お
い
て
前
後
関
係

の
明
確
で
な
い
も
の
は
、
内
容
に
即
し
て
判
断
し
た
。

裏
書
は
各
月
末
に
一
括
し
て
掲
載
し
た
。
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（題
籏
）

「押
小
路
伯
顕
広
王
記
　
七
巻
」

（題
纂
）

　
　
（
路
）

「
口
口

口

伯
顕
広
王
筆
記

旦
ハ
註
暦
応
罧
轟
元

　
　
　
　
　
　
　
　
正
月
　
口
月
　
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
＋
一
月
＋
二
月
　
」

「
顕
広
王
　
　
応
保
三
」

頭
広
王
弍
保
」

正
月
大
建
餌

一
日
壬
辰

二

日
癸
巳

　
七
日
戊
戌

　
八
日
己
亥

十
一
日
壬
寅

十
四

日
乙
巳

　
廿

日
辛
亥

廿
一
日
壬
子

廿
四
日
乙
卯

廿
六

日
丁
巳

廿
七

日
戊
午

自
昨
日
陰
気
終
夜
、
及
午
上
雨
下
、
天
晴
之
後
、
所
々
拝
礼
如
例
云
々
、

（後
白
河
上
皇
）

但
院
拝
礼
延
引
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ぽ
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
ぽ
ぽ
　
　
　

天
晴
、
朝
観
行
幸
法
住
寺
殿
、
　
両
大
将
　
・
殿
下
御
供
奉
、
有
勧
賞
、

　
　
　
（
藤
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
（
藤
原
綜
子
）

従
二
位
公
光
院
、
正
三
位
実
房
女
御
、
、

〔白
〕口

馬
節
如
例
、

諸
寺
修
正
始
、

（
建
春
門
院
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仲
資
王
）

女
院
御
幸
円
勝
寺
修
正
、
大
夫
供
奉
、

御
斎
会
如
例
、

盛
景
参
洛
、

除
目
始
、

　
　
　
　
ぱ
　
　
　
　

入
眼
執
筆
右
大
臣
、

下
名
云
々
、

地
蔵
講
、
次
申
上
百
万
遍
、
次
弥
勒
講
供
養
、
先
妙
音
品
、
両
導
師

二
月
大
建
に

　
　
　
　
9

五

日
丙
寅

　
七

日
戊
辰

十
一
日
壬
申

十
三
日
甲
戌

十
七
日
戊
寅

十
九

日
庚
辰

廿
二
日
癸
未

廿
三
日
甲
申

廿
四
日
乙
酉

廿
七

日
戊
子

布
施
了
、

　
　
　
　
　
ロ

宰
相
殿
口
忌
如
例
地
蔵
講
也
、

　
　
（
恰
子
内
親
王
力
）

今

日
前
斎
院
御
月
忌
也
、
伍
如
形
令
勤
修
了
、
御
仏
経
布
施
供
養
也
、

四
条
殿
遠
忌
如
例
、

中
将
殿
月
忌
如
例
、
観
音
品
供
養
、

〔
日
脱
〕
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
　
　
　
　
　
　
　
（
平
）

春
祭
使
少
将
公
房
、
大
宮
使
亮
経
盛
、
皇
后
使
六
位
進
云
々
、
中
宮

　
（
藤
原
忠
親
）
　
　
　
（
藤
原
基
実
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
恵
信
）

使
権
亮
云

々
、
殿
乗
尻
等
存
恒
例
、
行
供
給
事
之
間
、
別
当
僧
正
発

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
続
〕

軍
兵
百
余
騎
、
被
囲
逡
乗
尻
等
云
々
、
或
従
者
等
為
侍
僧
字
肥
後
公

　
〔
凌
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
〔
罪
力
〕

被
陵
礫
了
、
伍
衛
府
等
発
、
申
訴
可
被
流
口
件
肥
後
之
由
也
、
可
有

沙
汰
之
由
難
被
仰
下
、
無
■
終
欺
、

院
参
、

　
　
　
　
ロ

院
能
乃
御
精
進
始
、

香
縁
房
納
十
五
石
、
不
放
返
抄
之
由
、
吉
次
所
来
告
也
、
已
執
行
膳

所
也
、
所
量
入
之
米
、
十
五
石
外
一
石
余
云
々
、

自
昨
日
雨
下
、
盛
景
下
向
、
申
時
出
殿
、

院
令
進
発
了
、

（好
子
内
親
王
）

斎
宮
御
前
令
渡
御
、
申
付
聖
霊
会
御
覧
歎
、
此
事
無
言
、
伯
大
夫
局

勧
進

也
、
以
外
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
供
〕

上
西

門
院
日
吉
御
幸
也
、
大
夫
共
奉
、
井
進
引
替
等
、
此
事
水
駅
欺
、

〔供
〕共

奉
雑
事
已
費
欺
、
随
被
召
引
替
何
故
哉
、

　
　
　
〔
幣
脱
〕
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
基
実
）

祈
年
穀
奉
定
云
々
、
上
卿
右
大
臣
殿
、
定
日
廿
七
日
也
、

午
後
大
雨
終
日
、
於
法
勝
寺
被
行
千
僧
御
読
経
仁
王
経
、
堂
司
献
十

部
、
水
駅
之
勤
欺
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
勢
〕
　
　
　
　
　
　
　
〔
臣
脱
〕

祈
年
穀
奉
幣
、
上
卿
右
大
臣
殿
、
伊
世
使
資
遠
王
、
中
親
頼
、
忌
部
、

225



国立歴史民俗博物館研究報告

　第139集2008年3月

廿
九
日
庚
寅

三
月
小
建
踊

四

日
乙
未

五

日
丙
申

六

日
丁
酉

七

日
戊
戌

　
九

日
庚
子

十
一
日
壬
寅

十
二
日
癸
卯

十
四
日
乙
巳

十
五
日
丙
午

十
八
日
己
酉

廿
三

日
甲
寅

廿
五
日
丙
辰

　
　
　
康
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
盛
）

卜
部
兼
文
子
、
八
幡
使
被
用
公
卿
始
也
、
平
中
納
言
為
使
、
自
今
以

　
　
　
〉
　
　
ミ

後
立
為
例
云
々
、

大
宮
宣
旨
局
有
遁
世
事
、
是
素
意
歎
、
式
部
入
道
沙
汰
也
、
送
捧
物
、

美
紙
十
帖
也
、
甚
難
軽
微
有
感
悦
之
返
事
、

（中
原
清
弘
）

甲
斐
目
代
馬
允
於
使
庁
先
被
召
問
、
依
熊
野
訴
也
、
彼
山
庄
停
廃
之

故
也
、
是
去
年
十
二
月
以
後
有
沙
汰
欺
、

宰
相
殿
月
忌
如
例
、
地
蔵
講
也
、

辰
時
見
内
侍
返
事
、
件
事
申
入
了
之
由
也
、
宿
明
三
丁
天
一
大
裳
、
勾
陣
、

　
（
藤
原
忠
通
）

参
大
殿
、

八
幡
使
被
用
公
卿
、

廿
二
社
奉
弊
也
、
被
申
入
幡
・
賀
茂
行
幸
之
由
云
々
、
上
卿
権
中
納

　
（
藤
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
　
　
　
〔
勢
〕

言
実
定
卿
、
左
少
弁
俊
経
、
伊
世
使
兼
康
王
、
中
臣
公
行
、
忌
部
致

貞
、
卜
部
兼
行
云
々
、

参
八
幡
、
但
依
老
堀
僧
、
於
藥
師
堂
奉
幣
了
、

（藤
原
析
子
）

皇
后
宮
大
炊
御
門
第
焼
亡
巳
時
、
宮
令
参
上
西
門
院
御
所
云
々
、

中
将
殿
月
忌
如
例
、
陀
羅
品
、

始
仁
王
講
、
去
夜
依
夢
相
不
快
也
、

参
賀
茂
、

行
幸
、
令
還
向
東
洞
院
押
小
路
内
裏
也
、

院
御
下
向
、

石
清
水
臨
時
祭
如
例
、
使
能
登
守
平
教
盛
朝
臣
、

仁
王
講
結
願
了
、

寅
時
許
不
快
夢
見
直
了
、

清
親
依
祀
渡
陰
陽
季
倫
了
、

天
陰
厳
雨
下
、
石
清
水
行
幸
也
、
出
御
之
後
、
於
七
条
大
宮
辺
雨
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）

止
、
供
奉
右
大
臣
左
大
将
、
中
納
言
実
長
・
実
定
上
卿
・
俊
通
、
参
議

肇
・
籠
胃
禦
・
僕
嚢
毒
菖
塞
房
・
位
§
殿
下

　
　
　
　
　
（
藤
原
兼
実
）

不
令
参
御
、
右
大
将
同
前
、
宮
寺
有
勧
賞
、

一茱
十き

旦

講
万
以
下
闘
一

廿
七
日
甲
寅
　
寅
時
大
地
振
■
、
又
一
■
、

　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
忠
通
）

廿
八
日
乙
卯
　
参
法
性
寺
殿
、

　
　
　
　
　
　
参
院
着
到
了
、

＋
二
月
大
豊

五
日
辛
酉

　
六
日
壬
戌

　
七

日
癸
亥

　
八
日
甲
子

十
一
日
丁
卯

十
三
日
己
巳

十
四
日
庚
午

十
七
日
癸
酉

参
法
性
寺
殿
、

参
院
、
参
七
条
殿
、

姫
公
参
院
、
給
局
号
香
殿
云
々
、
召
御
前
有
御
興
御
詞
、

今
暁
、
中
務
権
大
輔
源
雅
重
朝
臣
死
去
了
、
日
来
病
悩
、

　
　
　
　
〔
野
〕

院
入
御
熊
乃
御
精
進
屋
、

焼
亡
未

刻
、
起
自
火
四
条
坊
門
大
宮
頼
殿
ヨ
姓
ポ
小
路

戌
時
西
京
焼
亡
、
件
火
遷
左
馬
寮
、
即
及
真
言
院
・
中
和
院
・
典
薬

寮
等
焼
亡
了
、

　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
公
光
）
　
　
　
（
平
頼
盛
）
　
　
　
（
藤
原
隆
盛
）
　
　
（
藤
原
親
房
）

院
御
進
発
、
御
共
左
衛
門
督
・
前
右
馬
頭
・
甲
斐
前
司
・
備
中
守
・

（藤
原
為
行
力
）

石
見
守
、
大
輔
・
判
官
代
、
御
共
是
也
、
御
先
達
覚
讃
法
印
、
御
導

師
公
顕
僧
都
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
事
云
々
カ
〕

有
御
卜
、
内
裏
焼
［
　
　
］
口
口
口
、
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（題
籏
）

「
押
小
路
伯
顕
広
王
筆
記

具
註
暦
長
磐
砕
元

　
　
　
　
　
　
　
自
正
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　

至
＋
二
月
三
＋
日
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
書
〕

「
任
神
祇
伯
事
　
　
　
　
同
吉
口
［

　
　
（
大
中
臣
親
隆
）

幣
使
祭
主
於
路
頭
服
忌
事

竃
鍵
鰐
事

神
事
・
祭
事
可
着
狩
衣
夢
事

　
（
忌
部
）
　
（
忌
部
）

明
友
・
孝
重
氏
長
相
論
事

斎
宮
帰
路
狼
籍
事

（目
録
部
分
裏
）

「
　
押
小
路
入
■
■
御
初
任
事
　
萎
帳
事

　
　
こ
　
　
、
⊆
　
　
と
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
〉
＼
　
こ
　
　
、
（
　
　
〉
　
　
　
　
、
〈
　
〉
　
　
こ

長
寛
三
年
暦
　
　
　
歳
口
乙
酉
　
　
　
」

「長
寛

三
　
」

正
月
小
建
餓

二
日
壬
子

五
日
乙
卯

　
八
日
戊
午

十
一
日
辛
酉

］
拝
賀
事

神
祇
伯
参
着
本
官
事

諒
闇
非
常
不
可
有
大
殿
祭
事

御
即
位
・
女
王
叙
位
事

被
立

山
陵
使
夢
事

例
幣
馬
整
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ぱ
　
　
だ
ぼ
ボ
　
　

朝
観
行
幸
法
住
寺
殿
、
有
勧
賞
、
正
四
位
下
実
家
皇
后
宮
、

（
藤
原
）
　
（
藤
原
綜
子
）
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
〔
能
〕
（
後
白
河
上
皇
）

頼
季
女
御
殿
、
従
四
位
下
定
規
院
、
不
去
少
将
、

参
賀
茂
、

　
〔
マ
マ
〕

叙
位
議
如
例
、

祭
泰
山
府
君
、
陰
陽
季
倫
也
、

　
　
　
　
　
　
〔
野
〕

参
神
祇
官
、
参
平
乃
社
、

」従
四

位
上

十
三
日
癸
亥

十
四
日
甲
子

十

五
日
乙
丑

廿
一
日
辛
未

廿
三

日
癸
酉

廿
四

日
甲
戌

廿
六

日
丙
子

廿
七

日
丁
丑

廿
八
日
戊
寅

廿
九
日
己
卯

（
藤
原
経
宗
）

参
右
府
、
次
謁
巳
講
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
）
　
　
　
　
（
盛
信
力
）

高
松
院
一
脇
渡
蔵
人
、
下
野
前
司
盛
国
子
源
某
、

祭
泰
山
府
君
宗
親
、

除
目
始
也
、

入

眼
、
今
暁
参
賀
茂
、
祈
所
望
事
、
已
有
感
応
、
可
云
利
生
也
、
鶏

鳴
有
任
神
祇
伯
之
由
其
告
、
随
拝
任
了
、
是
依
奉
公
之
労
、
被
抽
譜

第
也
、
但
猶
本
姓
獺
、
強
不
奔
走
、
任
天
道
之
処
、
浴
朝
恩
之
条
、

可
云
神
徳
也
、

史
生
等
烈
参
、
止
祖
跡
之
条
悦
而
有
余
、

官
人
祐
巳
下
来
集
、
与
酒
肴
之
後
、
各
退
出
、
有
拝
礼
、

こ
〉
ど
ミ
ミ
ミ
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
左
〕
　
　
　
　
（
清
盛
）

下
名
、
使
平
盛
国
遷
右
・
平
有
成
口
、
共
平
中
納
言
郎
等
、

恒
例
地
蔵
講
、
於
重
光
家
講
行
了
、

弥
勒
講
、
以
同
、

　
　
　
（
藤
原
）

民
部
卿
季
成
卿
頓
滅
、

○
裏
書

（廿
三
日
条
裏
）

今
日
任
伯
干
従
五
位
上
正
親
正
也
、
五
位
伯
始
之
欺
、
歴
一
年
、
仁
安
元
年
十
一
月
大
嘗

会
賞
、
叙
正
五
位
下
、
是
可
云
希
代
、
同
二
年
二
月
十
一
日
叙
従
四
位
下
雄
離
麹
酬
位

韻
ボ
雌没
命
長
干
今
、
続
三
代
職
、
昇
四
品
加
了
、
更
以
不
超
求
哉
、
且
是
奉
任
神
慮

之
故
也
、

二
月
大
建
旧

　
　
　
　
り

二

日
辛
巳
　
民
部
卿

　
　
　
　
　
、
（
　
　
こ
　
　
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
ト
　
　

三
日
壬
午
　
成
吉
書
、
補
所
司
等
家
司
兼
友
．
景
親
．
兼
教
、
所
進
仲
国
．
行
長
也
、
出
南
面
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
　

　
　
　
　
　
居
前
折
、
平
盛
二
種
物
黒
柿
机
面
、
押
生
絹
、
酒
肴
許
也
、
倍
前
兼
教
・
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四

日
癸
未

　
五
日
甲
申

十
一
日
庚
寅

十
三
日
壬
辰

十
四
日
癸
巳

十
五
日
甲
午

十
七
日
丙
申

十
八
日
丁
酉

廿
六
日
乙
巳

廿
七

日
丙
午

廿
八
日
丁
朱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
忌
部
）
　
　
〔
x
頼
〕
　
　
　
（
忌
部
）

景
親
也
、
官
人
祐
已
下
也
、
祐
兼
友
・
明
友
・
■
頼
、
史
明
茂
・

（忌
部
）
　
（
伊
岐
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
数
力
〕

致
貞
・
致
頼
、
史
生
等
也
、
各
有
酒
肴
、
同
平
盛
也
、
即
以
兼
友
補

年
預
、
巳
時
事
了
、
各
退
出
、
差
史
生
重
時
下
遣
広
田
社
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
下
毛
野
〕
〔
敦
〕

今
夜
申
慶
賀
、
共
左
番
長
下
野
厚
頼
為
共
人
、
是
為
相
伝
家
人
之
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
経
宗
）

也
、
付
蔵
人
源
信
賢
奏
事
由
、
仰
之
後
舞
踏
、
退
了
、
先
参
右
大
臣
殿
、

　
　
　
　
　
ぽ
　
　
　
ロ
　
カ
　

院
楊
、
殿
下
御
口
、
伍
不
参
両
所
、

　
　
　
　
　
　
　
（
清
盛
）

今
夕
着
束
帯
、
平
中
納
言
家
、
被
招
入
寝
殿
東
妻
、
躍
所
言
談
、
是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
亮
子
内
親
王
力
）

生
前
面
目
也
、
其
後
参
七
条
前
斎
宮
、
亥
了
帰
宅
、

地
蔵
講
、
重
光
家
、

（藤
原
忠
通
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
舜
〕

入
道
殿
周
忌
御
法
事
也
、
即
供
養
御
堂
也
、
導
師
法
印
公
俊
、
呪
願

　
（
寛
遍
）

前
大
僧
正
仁
和
寺
、
六
十
僧
、
仏
師
・
絵
師
任
法
橋
、
大
工
叙
従
五
位
下
、

弥
勒
講
、
重
光
家
、

（藤
原
伊
通
）

太
政
大
臣
依
病
辞
職
、
出
家
入
道
年
七
＋
三
、

　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）

従
三
位
刑
部
卿
範
兼
出
家
入
道
年
五
＋
七
、

　
　
　
　
　
（
藤
原
宗
能
）
　
　
　
　
（
藤
原
公
通
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
顕
）

今
日
、
参
向
前
内
大
臣
家
井
按
察
大
納
言
亭
、
各
対
面
、
次
向
僧
都

房
、
有
蘭
湯
、

前
太
政
大
臣
亮
云
々
、

ミ
　
ミ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
ミ
　
ミ
　
　
こ
　
ミ

大
雨
、
終
日
不
晴
、
前
太
政
大
臣
伊
通
卿
亮
年
七
＋
三
、

公
家
柳
御
不
予
事
云
々
、

（亮
子
内
親
王
力
）

前
斎
宮
令
渡
給
、

五
壇
御
修
法
始
也
、
依
御
不
予
欺
、
然
而
則
御
平
癒
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
方

　
　
　
　
　
　
　
　
源
大
納
言
　
　
　
右
少
弁

祈
年
穀
奉
幣
、
上
卿
中
宮
大
夫
、
弁
、
王
兼
綱
、
伊
勢
使
中
臣
権

　
　
　
　
　
　
　
　
、
く
　
ミ
　
　
、
＜
　
㌔
⊆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
部
脱
〕

少
祐
親
頼
、
忌
部
大
隅
前
司
孝
重
、
卜
権
大
副
兼
康
八
男
兼
定
為
代
官
、

僕
任
長
官
始
上
表
文
、

■
■

■
■

三
月
小
建
願

五
日
甲
寅

七

日
丙
辰

九

日
戊
午

十
日
己
未

十
一
日
庚
申

十
二
日
辛
酉

十
六
日
乙
丑

廿
三

日
壬
申

廿
五
日
甲
戌

廿
七

日
丙
子

地
蔵
講
如
例
、

除
目
、
左
兵
衛
尉
源
信
賢
輪
歓
拒
准
無
人
・
同
木
工
大
工
国
弘
也
、

明
日
上
奉
幣
差
文
、
中
臣
為
貞
祐
、
忌
部
致
光
、
卜
部
兼
遠
、

　
時
兼
王
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）

王
可
尋
石
清
水
臨
時
祭
如
例
、
使
左
中
弁
朝
方
朝
臣
、

〉
〉
≧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）

今

日
行
幸
奉
幣
発
遣
、
上
卿
新
中
納
言
実
国
、
右
少
弁
長
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
基
房
）

為
申
拝
賀
参
所
々
、
院
・
上
西
門
院
・
殿
下
・
左
府
也
、
随
身
敦
頼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
）

為
共
人
、
院
橘
蔵
人
為
共
、
女
院
藤
蔵
人
、
殿
下
安
芸
権
守
高
範
、

左
府
讃
岐
判
官
代
則
房
、
為
申
次
、

午
時
焼
亡
西
隣
、
壊
少
屋
遁
火
難
了
、
火
赴
錦
小
路
富
小
路
、
至

　
　
　
　
　
　
　
カ
ロ

干

押
小
路
以
西
万
里
小
路
以
東
、
申
時
火
炎
留
之
後
、
戌
刻
故
源

（雅
俊
）

大
納
言
九
躰
阿
弥
堂
焼
了
、
焔
落
居
人
不
知
之
故
云
々
、
草
創
之
後

五
十
余
年
、
人
所
念
仏
也
、

弥
勒
講
如
例
、
進
香
、
圏
百
遍
喜
百
遍
、

院
尊
勝
陀
羅
尼
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
字
源
内

大
外
記
来
、
参
右
大
臣
殿
、
次
向
六
波
羅
、
訪
申
二
公
、
以
内
舎
人

信
遠
、
答
伝
可
後
参
由
、
切
々
察
、

参
七
条
殿
、

未
時
鼻
血
出
来
、

天
晴
、
石
清
水
行
幸
也
、
上
卿
権
中
納
言
実
国
卿
、
参
議
資
光
、
弁

長

方
、
殿
下
・
左
右
大
将
供
奉
、
神
祇
官
行
烈
、
祐
長
親
・
宗
重
、

史
二
人
、
史
生
等
也
、
口
刻
為
本
所
大
殿
祭
先
参
了
、
前
陣
兼
友
・

兼
致
等
也
、
構
桟
敷
見
物
、
清
已
講
来
入
、

南
京
大
衆
余
義
、
前
別
当
為
還
入
也
、
其
庭
前
別
当
方
武
者
字
才
三

こ
　
　
ミ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
　
　
こ
　
こ
　
　
ミ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
　
　
こ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
ミ
　
　
へ
く
　
こ
　
　
へ
　
　
　
こ
　
　
へ
　

郎
被
射
殺
了
、

〉
〉
〉
〉
〉
（
源
顕
重
）
（
藤
原
季
仲
女
力
）

西
宮
事
、
被
下
前
伯
後
家
陳
状
、
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○
裏
書

（四
～
十
一
日
条
裏
、
十
日
条
二
関
連
力
）

賀
茂
・
八
幡
行
幸
之
由
、
有
奉
幣
、
使
王
時
兼
、
中
臣
為
貞
、
忌
部
致
光
、
卜
部
兼

遠
也
、
而
去
七
日
、
有
本
宮
稜
気
之
疑
、
尋
根
元
、
宮
川
・
古
川
有
施
身
死
女
、
不

知
其
由
、
為
縄
代
漁
彼
水
之
輩
、
参
入
宮
中
了
、
伍
官
幣
遁
留
離
宮
院
、
言
上
其
由
、

随
被
問
法
家
之
処
、
申
不
稜
之
由
、
漸
至
干
同
廿
二
日
官
幣
奉
納
了
、
然
間
自
廿
三

日
又
計
日
稜
出
来
了
、
一
者
斎
宮
北
川
辺
在
住
人
法
師
家
、
件
家
夫
妻
子
三
人
、
浮

浪
人

出
来
寄
宿
、
家
主
被
語
、
件
夫
男
将
去
山
野
殺
害
了
、
即
取
其
妻
子
、
将
向
志

摩
沽
却
了
、
剰
彼
死
人
衣
買
取
魚
具
之
者
、
着
件
衣
参
入
宮
中
云
々
、
一
者
不
出
本

堂
有
死
人
、
不
知
其
由
人
触
其
積
、
即
参
入
宮
中
云
々
、
彼
此
稜
触
合
了
、
随
連
々

神
宮
触
稜
恐
而
有
余
而
已
、

四
月
大
建
辟

四

日
壬
午

十
日
戊
子

十
四
日
壬
辰

十
五
日
癸
巳

十
六
日
甲
午

十

八
日
丙
申

進
重
官
解
陳
状
、

　
　
　
　
　
（
大
中
臣
師
親
）
　
　
　
　
　
（
大
中
臣
）

付
田
事
、
触
祭
主
、
有
承
諾
、
使
氏
房
朝
臣
也
、
返
状
下
遣
修
理
亮

　
　
ロ
タ
　

之
許
伊
世
、

　
　
　
　
　
　
　
（
覚
性
法
親
王
）

広
田
事
、
重
被
申
御
室
、
々
々
申
宮
、
可
申
左
右
之
由
、
有
勅
答
之

由
職
事
所
称
也
巳
時
歎
、

夢
、
墨
田
保
ハ
為
永
庄
下
被
付
者
、

夢
、
我
本
牛
、
為
僧
被
騎
引
懸
と
見
、

（
式
子
内
親
王
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）

斎
王
喫

如
例
、
左
衛
佐
雅
隆
、
右
衛
佐
代
伊
賀
守
資
能
、
左
兵
衛

　
（
藤
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
　
　
（
藤
原
）
　
　
　
（
下
毛
野
）

佐
頼
実
、
右
兵
衛
佐
隆
房
、
忠
俊
院
・
武
成
殿
為
朧
、
車
兼
弥
圏
、

　
〔
人
脱
力
〕

小
舎
童
四
人
、
随
身
美
麗
也
、

森
雨
今
朝
殊
甚
、
及
未
刻
雨
脚
止
、
威
儀
被
煩
也
、

夢
、
辞
法
印
給
、
兼
友
称
之
者
、

賀
茂
行
幸
延
引
了
、
賀
茂
性
異
軒
廊
御
卜
、
依
当
御
物
忌
之
日
也
、

十
九

日
丁
酉

　
廿
日
戊
戌

廿

二
日
庚
子

廿
三

日
辛
丑

廿
四

日
壬
寅

廿
六

日
甲
辰

廿
七

日
乙
巳

計
日
戊
申

○
裏
書

祭
如
例
使
右
中
将
欝
焦
坪
藁
被
渡
τ
籍
麟
・
已

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
）
　
　
　
　
　
　
（
秦
）
　
　
（
秦
）

上

院
御
随
身
為
朧
、
大
宮
使
亮
経
盛
朝
臣
也
、
兼
成
・
兼
国
為
引
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）

口

取
、
是
可
然
、
皇
后
宮
大
進
懐
経
也
、
引
馬
口
取
、
右
近
官
人

…
近
衛
・
・
⊇
鑓
守
為
ロ
取
、
頗
似
去
祭
、
大
路
壱
所
警
■
、
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
ロ

使

者
下
劣
、
成
出
者
云
朧
衛
府
也
、
中
弐
人
支
、
中
宮
使
大
進

（
藤
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
毛
野
）
（
下
毛
野
）
（
下
毛
野
）

光
長
也
、
殿
下
御
随
身
四
人
為
朧
、
武
成
・
師
武
・
武
安
・
忠
武
也
、

物
具
口
取
等
甚
花
美
也
、

入
夜
雨
下
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
）

院
御
登
山
、
公
卿
六
人
・
殿
上
人
廿
余
人
為
前
駈
、
中
納
言
定
房
・

（
藤
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
）
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
　
　
（
平
）
　
　
　
　
　
（
藤
原
）

公
保
・
実
国
、
参
議
親
範
、
三
位
実
房
・
重
盛
等
也
、
隆
季
卿
前
陣

登
山
、
可
執
七
条
口
云
々
、
於
二
条
京
極
辺
大
雨
下
、
如
凌
、
終
日

不
止
、
山
路
難
所
察
也
、

広
田
事
、
重
触
右
大
臣
殿
、
頗
有
承
引
御
気
色
、

御
不
予
、
伍
造
一
日
五
大
尊
、
右
大
臣
結
構
、

俄
有
大
恩
赦
事
、
依
御
不
予
事
也
、
詔
書
給
新
蔵
人
、
兼
書
之
、
世

憂
宗
■
■
■
■
■
、

有
蔵
人
所
御
卜
、
随
神
事
等
訴
可
有
糺
定
之
由
、
被
仰
下
了
、

　
　
　
　
　
（
藤
原
）

刑
部
卿
入
道
範
兼
亮
去
、
参
内
裏
帰
路
候
云
々
、

止
雨
奉
幣
、
去
一
日
以
後
天
気
無
晴
也
、
又
計
日
可
有
十
社
奉
幣
定

了
、
依
御
不
予
也
、

雨
気
不
晴
、
依
御
不
予
有
十
社
奉
幣
、
上
卿
新
大
納
言
実
定
卿
、
弁

　
　
　
（
藤
原
）
　
　
　
〔
勢
〕

権
大
弁
行
隆
、
伊
世
使
王
行
清
、
中
臣
永
親
、
忌
部
茂
重
、
卜
部
伊

岐
致
頼
、

今
夕
有
軒
廊
御
卜
不
審
事
、
≡
人
不
知
子
細
、

家
神
祭
也
、
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（十
九
日
条
裏
）

内
侍
佐
、
当
時
御
念
人
、
字
香
典
侍
也
、
蔵
人
五
位
六
人
、
為
右
府
沙
汰
被
渡
家
人
、

殿
上
六
位
二
人
共
、
兵
衛
尉
為
前
駈
、
出
衣
等
紅
黄
也
、
尽
美
事
共
不
能
左
右
事
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
毛
野
〉
　
　
　
　
　
　
　
（
下
毛
野
）

皇
后
宮
使
権
大
進
懐
経
也
干
時
淡
路
守
、
引
馬
朧
官
人
助
弘
公
弘
子
・
番
長
武
助
武
道
法
師

子
、
件
両
人
錐
有
近
衛
名
其
身
放
将
歎
、
本
為
懐
経
家
人
、
已
執
鞭
已
執
口
了
、
世

頗
所
手
給
云
々
、
如
何
、
後
代
人
以
件
両
人
不
可
用
朧
云
々
、

五

月
小
書

五
日
癸
丑

六

日
甲
寅

八
日
丙
辰

九

日
丁
巳

　
十

日
戊
午

十
一
日
己
未

十
三
日
辛
酉

十
八
日
丙
寅

廿
日
戊
辰

廿
一
日
己
巳

廿
三

日
辛
未

地
蔵
講
如
例
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
少
〕
　
（
大
中
臣
）

被
補

祭
主
・
宮
司
等
、
祭
主
小
副
親
隆
、
宮
司
大
中
臣
有
長
也
、

　ナ
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
　
　
お
　

前
祭
主
井
宮
司
等
依
有
擁
怠
也
、
可
注
別
記
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
中
臣
）

今
日
祭
主
奉
行
、
予
加
判
了
、
知
干
斯
家
風
之
貴
哉
、
彼
親
定
卿
孫

　
　
〔
資
〕

予
康
ー
孫
也
、
彼
祭
主
是
伯
也
、
今
各
継
祖
跡
、
仰
而
可
貴
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仁
性
力
）
　
　
　
　
　
（
藤
原
）

孔
雀
経
結
願
也
、
有
勧
賞
、
権
律
師
ー
、
故
中
納
言
家
成
卿
小
男
、

宗
儀
徳
容
者
也
、

　
〔
予
〕

伊
与
参
着
、
梶
取
延
貞
、

弥
勒
講
如
例
、

伊
勢
一
社
奉
幣
、
是
被
申
祭
主
事
井
御
不
予
事
等
、
使
王
兼
隆
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雅
通
）

臣
俊
宣
、
忌
部
致
光
、
卜
部
兼
行
、
上
卿
源
大
納
言
、
弁
権
左
少
弁

行
隆
、
宣
命
草
無
奏
、
依
有
御
祈
間
僧
侶
候
禁
中
也
、

　
　
　
　
　
（
公
顕
〉

最
勝
講
始
、
僧
都
如
去
年
被
渡
宿
、

軒
廊
御
卜
云
々
、

去
三
月
廿
三
日
以
後
連
日
雨
不
止
、
伍
今
日
被
行
御
卜
之
処
、
兆
不

成
也
、

猶
雨
也
、

天
始
晴
、
御
前
参
七
条
殿
、

廿
九

日
丁
丑

六

月
大
藁

四

日
辛
巳

五
日
壬
午

十

日
丁
亥

十
一
日
戊
子

十
三
日
庚
寅

十
四

日
辛
卯

十

八
日
乙
未

廿
四
日
辛
丑

廿
五
日
壬
寅

廿
九
日
丙
子

公
卿
使
発
遣
、
使
参
議
右
兵
衛
督
平
重
盛
卿
、
一
家
及
雲
客
等
送
之
、

前
駈
廿
人
、
神
祇
官
王
資
遠
、
中
臣
親
頼
、
忌
部
孝
重
、
卜
部
致
頼
、

　
　
あ
ロ

有
神
筆
宣
命
、
被
申
御
不
予
事
歎
、

戌
時
、
以
大
進
大
歳
社
事
勘
之
由
有
仰
、
太
一
臨
酉

大
裳
．
勾
陣
、
　
〔
秋
力
〕

天
一
、
行
司
天
卜
■
三
光
、

　
　
　
　
　
マ
マ
ロ

卯
刻
大
地
振
、

改
元
、
改
長
寛
三
年
為
永
萬
元
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
巻
力
〕

今
日
百
座
祓
、
申
不
浄
之
由
、
陰
陽
季
倫
給
一
券
了
羅
也
、
祭
主
良
馬
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
　
　
マ
マ
　

寅
刻
又
地
振
也
、

御
卜
奏
如
恒
、
上
卿
権
中
納
言
実
国
卿
、
官
人
等
不
参
、
奇
悟
事
欺
、

座
中
忌
部
官
人
称
不
参
之
由
云
々
、
先
例
如
何
、
甚
奇
惟
事
欺
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
公
通
）

月
次
祭
如
例
、
上
卿
按
察
大
納
言
、
右
少
弁
長
方
、
新
祭
主
為
使
、

広
隆
寺
供
養
公
家
御
沙
汰
、
准
法
会
、
但
無
音
楽
、
依
為
御
不
予
之
間
欺
、

　
　
　
　
　
（
覚
珍
）

導
師
権
別
当
覚
、

祇
園
御
霊
会
如
例
、

申
時
卜
可
尋
、

泰
山
府
君
祭
、
可
参
来
、
季
倫
、

国
替
、
丹
後
・
伊
予
云
々
、

譲
位
事
、

　
　
　
　
　
　
　
（
順
仁
親
王
）

丑
刻
、
渡
璽
銀
於
第
一
皇
子
御
所
土
御
門
高
倉
亭
、
近
日
可
立
太
子

　
　
　
ね

有
儀
、
及
今
日
俄
改
譲
位
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
番
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
衛

有
太
上
天
皇
詔
書
事
、
以
近
衛
四
人
官
人
二
人
．
番
二
人
・
番
長
六
人
為

随
身
、
即
殿
上
始
、

以
関
白
為
摂
政
、
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○
裏
書

（十
三
日
条
裏
）

祭
使
祭
主
朝
臣
服
忌
事
出
来
雑
蛎
駅
か
培
対
紅
卸
娃
捕
転
寸
知
縮
⊇
欄
駅
家
也
以
此
由
申
上
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
重
方
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
参
力
〕

祇
権
大
祐
卜
部
兼
友
、
付
蔵
人
木
工
頭
申
上
此
、
即
兼
友
口
内
也
、
勧
申
先
例
云
、

　
　
　
　
　
　
（
大
中
臣
）

長
保
三
年
祭
主
輔
親
着
任
初
度
六
月
御
祭
為
使
之
間
、
依
大
洪
水
宿
離
院
、
式
日
参

宮
延
引
了
、
十
七
日
一
日
二
参
二
宮
、
次
祭
主
親
定
始
為
使
九
月
御
祭
也
、
於
関
駅

家
郎
等
馬
整
了
、
歴
五
↑
日
之
間
、
遁
留
社
宿
藤
方
家
、
十
九
日
参
二
宮
了
、
今
親

隆
為
末
孫
有
此
事
、
可
云
吉
例
欺
、
奏
此
由
、
伍
木
工
頭
下
知
云
、
内
覧
了
、
仰
云

以
代
官
於
官
幣
千
可
奉
納
者
、
仰
遣
其
由
了
、

（廿
五
日
条
裏
）

去
四

月
中
旬
以
降
有
御
不
予
事
、
近
日
言
有
減
気
、
伍
以
第
一
皇
子
六
月
廿
五
日
可

有
立
太
子
事
、
而
至
干
同
廿
四
日
改
儀
譲
位
也
、
年
二
歳
、
依
養
育
中
宮
為
一
宮
有

此
事
欺
、
母
大
蔵
大
輔
伊
岐
致
遠
法
師
女
子
也
、

七

月
小
建
牌

　
五

日
壬
子

　
七
日
甲
寅

　
十
日
丁
巳

十
一
日
戊
午

十
七
日
甲
子

十
八
日
乙
丑

廿

四
日
辛
未

御
即
位
定
、

　
〔
服
力
〕

官
腹
織
下
糸
十
六
両
、
姫
御
前
御
単
重
、

　
　
　
　
　
（
藤
原
基
房
）

謁
蔵
弁
、
参
左
大
臣
亭
、
塞
帳
事
也
、

伊
勢
奉
幣
一
社
、
被
申
御
即
位
也
、
延
引
十
七
日
云
々
、
是
殿
下
柳

依
御
不
例
御
事
也
、

自
夜
雨
下
、
終
日
不
罷
、
伊
勢
奉
幣
、
被
申
来
廿
七
日
御
即
位
之
由
、

摂
政
令
着
大
極
殿
給
、
上
卿
左
大
臣
、
右
少
弁
長
方
、
王
兼
康
、
使

中
臣
祭
主
、
忌
部
明
茂
、
卜
部
兼
遠
、

除
目
、

香
殿
御
前
可
立
日
、

廿
五
日
壬
申

廿
七
日
甲
戌

廿
九

日
丙
子

叙
位
、

御
即
位
、

　
　
　
（
二
条
上
皇
）

去
暁
、
新
院
遂
以
崩
押
小
路
東
洞
院
亭
、

干
令
不
予
也
、

御
年
廿
三
、
去
三
月
以
後

○
裏
書

（六
～
十
一
日
条
裏
）

任
神
祇
伯
之
後
、
今
日
為
神
拝
参
着
本
官
陰
陽
頭
在
憲
撰
日
時
、
巳
時
着
束
帯
向
神
祇
官

鞭働隊
醐鵜
洪ぬ
齪
麟
㌔
祐
兼
友
着
束
帯
、
立
門
東
脇
、
官
掌
二
人
居
門
北
御
、
随
歩
引
導
、

兼
友
取
笏
揖
如
鏡
也
、
下
御
襲
相
向
、
不
揖
昇
東
庁
向
西
着
座
第
一
門
、
第
三
間
分

南
北
敷
座
、
居
肴
机
等
、
史
等
遅
参
、
兼
教
在
座
衣
冠
、
一
献
之
間
兼
友
勧
盃
、
兼
教
取
瓶
、

了
立
座
手
洗
、
二
拝
第
二
間
也
、
了
詔
戸
幣
紙
一
帖
不
挿
、
膝
突
・
白
布
一
段
也
、
史

明
茂
参
着
束
帯
、
次
二
献
勧
盃
如
前
、
次
三
献
了
退
出
、
史
生
等
南
庭
列
立
衣
冠
、
抑

史
生
等
同
着
座
也
、
官
生
二
人
立
写
左
右
、
立
瑚
随
行
歩
引
道
了
、
東
庁
也
、
西
院

幣
紙
・
膝
突
等
史
生
給
之
、

（十
五
～
十
七
日
条
裏
）

樋
口
猪
熊
小
屋
有
井
、
今
朝
彼
井
、
有
酌
水
女
、
為
取
汲
下
件
井
、
即
死
去
、
次
男

一
人
為
助
件
女
下
井
、
即
死
、
為
奇
、
又
下
又
死
去
、
已
及
五
人
、
有
家
主
、
催
一

人
男
令
下
之
間
、
男
辞
退
、
問
子
細
之
処
、
井
有
如
熱
界
、
且
又
死
去
了
、
仰
六
人

死
去
、
可
言
奇
異
、
去
比
異
見
有
近
衛
河
原
、
二
頭
三
足
云
々
、
又
播
　
守
邦
綱
朝

　
〔
直
魔
〕

臣
宿
櫨
井
、
宿
直
人
二
人
落
入
死
去
、
此
事
等
甚
以
奇
異
、

（廿
七
日
条
裏
）

御
即
位
雨
始
之
云
々
、

今

日
御
即
位
也
御
年
二
歳
、
午
二
鮎
行
幸
八
省
、
中
宮
同
輿
也
、
申
二
鮎
令
付
高
御

倉
御
、
内
弁
左
大
臣
、
二
省
参
入
賜
位
記
、
此
間
雨
下
、
或
差
笠
或
不
差
、
塞
帳
参
上
、

開
門
了
、
惣
礼
之
間
、
人
数
不
足
之
由
、
蔵
人
弁
加
勘
発
之
間
、
已
乗
燭
、
此
間
雨
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脚
弥
増
、
及
黒
暗
了
、
塞
帳
退
之
後
、
大
略
儀
式
散
々
、
令
還
後
房
候
、
弥
以
狼
籍
、

行
幸
還
候
、
及
戌
一
鮎
実
以
狼
籍
、
雨
如
竣
也
、
併
破
法
了
、
抑
女
子
参
塞
帳
＋
歳
、

頻
難
申
辞
退
、
敢
難
遁
、
伍
今
暁
参
入
東
廊
宿
所
了
、
依
院
御
悩
、
諸
事
無
威
儀
、

行
事
蔵
人
弁
以
密
儀
可
参
入
、
如
糸
毛
・
出
車
事
、
有
諸
沙
汰
者
所
存
、
有
限
公
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　

錐
不
可
然
、
且
計
世
間
之
躰
、
強
不
渋
、
伍
前
内
大
臣
申
請
御
車
口
口
所
令
用
也
、

前
駈
家
人
五
位
・
六
位
四
人
也
、
令
着
衣
冠
冠
雌
醐
鰍
耀
迂
猷
触
姫
蝋
頂
上
璽
房
向
魏

生
者

也
〉
、
女
房
車
三
両
也
、
女
房
八
人
樋
士
臥
始
房
鞄
敵
編
㎜
M
為
見
物
車
副
・
牛
童
等
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
　
〔
マ
マ
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
マ
マ
〕

大
破
子
、
大
外
記
訪
之
、
所
来
訪
人
々
、
権
大
納
言
公
通
公
・
右
衛
門
督
公
保
公
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）

右
中
弁
朝
方
朝
臣
・
右
少
弁
長
方
行
事
・
蔵
人
木
工
頭
重
方
等
也
、
是
各
思
芳
心
歎
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
臣
力
〕

尋
本
系
、
難
不
近
可
言
一
家
也
、
祭
主
朝
臣
・
大
外
記
朝
季
同
以
来
入
、
散
位
朝
臣

（橘
）
　
　
（
源
）

以
明
・
信
賢
等
又
有
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
摺
裳

装
束

蘇
芳
単
重
、
紅
打
、
女
郎
表
着
、
赤
色
唐
衣
、
紅
袴
張
袴
、
已
上
私
儲
、
赤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
鮭

色
大
袖
、
青
鈍
裳
、
鳳
形
銀
、
替
扇
、
小
団
扇
、
指
櫛
等
、
已
上
自
蔵
人
所
賜
之
、

童
女
二
鮪
糠
典
踵
ビ
悶
卑
嚢
、
下
仕
三
人
コ
螂
騨
熱
縦
願
村
摺
裳
打
出
四
人
、
紅
張

練
単
重
、
紅
袴
、
紅
打
、
女
郎
表
着
二
摺
唐
衣
也
、
宿
所
鋪
御
簾
五
間
大
長
、
畳
、

幕
慢
、
屏
風
四
帖
、
几
丁
三
本
指
物
、
可
給
功
内
舎
人
二
人
、
諸
国
権
守
一
人
也
、

こ余
■
間
別
井
便
所
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弾
正
宮
御
女
清
子
女
王
、

　
此
事
家
勤
三
代
也
、
及
四
箇
度
了
、
伯
殿
女
仁
子
女
王
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

僕
女
二
人
也
顕
3
汝
王
、

八
月
大
建
配

一
日
丁
丑

五
日
辛
巳

七

日
癸
未

去
廿
六
日
雨
下
、
自
廿
七
日
夕
雨
脚
無
隙
、

　
マ

マ
　

風
労
、
而
会
昌
門
上
層
為
風
被
吹
落
有
地
、

地
蔵
講
如
例
、

（
二
条
上
皇
）

先
皇
御
葬
送
也
高
隆
寺
原
、
其
礼
不
似
前
々
、

自
暁
更
大
風
、
但
強
無

可
云
奇
異
者
也
、

人
数
不
幾
云
々
、
公
卿

九

日
乙
酉

　
十
日
丙
戌

十
一
日
丁
亥

十
二
日
戊
子

十
三
日
己
丑

十
四
日
庚
寅

十
六
日
壬
辰

十
七
日
癸
巳

十

八
日
甲
午

廿
三
日
己
亥

廿
六
日
壬
寅

廿
八
日
甲
辰

　
冊
日
丙
午

九
人

輩
率
、
殿
上
人
少
々
云
々
、

こ
　
　
こ

午
二
鮎
清
水
寺
為
山
大
衆
焼
亡
了
、
是
一
昨
日
御
葬
送
之
間
、
奈
良

額
、
山
大
衆
切
失
了
、
而
奈
良
僧
等
引
手
逃
了
、
而
山
大
衆
乗
勝
之

刻
、
奈
良
大
衆
赴
立
作
時
、
山
大
衆
退
間
打
破
山
額
了
、
大
衆
等
又

　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

被

刃
傷
了
、
其
会
稽
云
々
、
大
衆
為
護
祇
園
宿
会
終
夜
叫
喚
、
実
天

下
如
滅
亡
、
然
間
殿
下
御
所
北
方
小
屋
四
五
宇
有
放
火
、
而
依
有
示

事
、
偏
世
存
騒
動
之
由
此
奔
走
歎
、

焼
亡
、

中
将
殿
遠
忌
也
、
被
勤
法
花
経
奉
供
養
、
導
師
右
左
渡
是
注
也
、

弥
勒
講
如
例
、

山
科
前
別
当
僧
正
法
務
恵
信
解
見
任
、
是
去
比
入
山
科
寺
軍
兵
答
也
、

　
　
　
　
　
　
〔
予
〕

源
義
基
配
流
伊
与
国
、
依
為
彼
同
意
也
、

恵
信
縁
者
八
人
各
配
流
諸
国
宣
旨
了
、

一
条
大
宮
焼
亡
、

有
僧
事
、
法
務
覚
忠
、
法
印
寛
雅
法
勝
寺
執
行
也
、

除
目
、

（
藤
原
長
光
力
）

陸
奥
国
司
家
焼
亡
、

前
参
議
入
道
亮
辮
齢
斗
八
、

今
日
祭
主
朝
臣
告
送
云
、
神
事
之
間
若
疎
略
歎
、

今
暁
夢
見
、
同
宿
阿
闇
梨
之
由
也
、
但
神
事
正
者
、
実
有
神
感
、
案

家
中
経
仏
可
移
持
仏
堂
歎
、

行
幸
六
条
■
丸
亭
、
依
大
衆
群
参
事
云
々
、
殿
下
令
渡
中
院
候
了
、

　
　
　
（
藤
原
）

右
中
弁
俊
経
下
遣
南
都
、
是
南
都
大
衆
為
会
稽
清
水
寺
焼
亡
、
可
発

向
東
西
坂
本
之
由
、
依
有
騒
動
為
被
留
也
、
而
大
衆
引
籠
俊
経
、
不

令
上
道
云
々
、
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○
裏
書

（九
日
条
裏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
光
頼
力
）

今

日
依
大
衆
之
乱
、
可
有
行
幸
六
条
烏
丸
大
納
言
入
道
家
海
橋
立
、
而
臨
刻
限
停
止

　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
倍
）

了
、
是
依
漏
刻
博
士
時
晴
難
申
云
々
、
一
難
云
、
儲
諒
闇
御
装
束
於
両
所
之
条
無
先

例
、
加
之
、
可
有
其
揮
歎
、
一
難
云
、
五
墓
日
行
幸
不
吉
云
々
、
況
折
節
揮
多
云
々
、

伍
延
引
候
歎
、
抑
昨
日
蔵
人
弁
消
息
云
、
諒
闇
稜
中
有
行
幸
之
時
、
大
殿
祭
有
無
事
、

召
問
官
人
可
被
示
仰
了
、
召
問
之
処
、
明
友
申
云
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
叡
子
内
親
王
）

　
久
安
四
年
十
二
月
八
日
高
陽
院
姫
宮
御
非
常
、
同
十
一
日
神
今
食
・
大
殿
祭
被
停

　
止
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
宗
通
室
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
呈
子
）

　
同
六
年
九
月
廿
日
坊
門
殿
御
非
常
、
依
為
后
宮
御
祖
母
、
十
一
月
中
卯
新
嘗
会
井

　
鎮
魂
・
大
殿
祭
等
被
停
止
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
守
仁
親
王
）

　
久
寿
三
年
正
月
日
権
中
納
言
経
定
卿
莞
、
依
為
春
宮
御
外
戚
、
二
月
十
六
日
田
中

　
殿
御
所
有
行
喫
、
随
有
大
殿
祭
、
中
臣
親
隆
・
忌
部
明
友
参
陣
、
御
服
日
数
内
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卜
部
）

　
由
申
上
之
処
、
今
朝
御
除
服
了
、
宮
主
兼
盛
下
向
伊
勢
国
了
、
伍
召
代
官
兄
神
祇

　
祐
兼
友
、
令
参
勤
御
祓
了
、
尤
不
可
有
揮
之
由
、
被
仰
下
、
有
大
殿
祭
、

　
寿
久
レ
三
年
鳥
羽
院
崩
御
、
御
忌
日
諒
闇
之
間
、
当
院
行
幸
東
三
条
殿
、
依
催
忌

　
部
明
茂
、
難
参
入
、
依
諒
闇
井
稜
中
不
可
有
大
殿
祭
、
伍
忌
部
退
出
之
由
被
仰
下

　

候
也
、
注
此
由
、
触
申
蔵
人
弁
了
、

大
衆
放
火
之
後
、
　
院
御
幸
六
波
羅
云
々
、
人
不
知
其
故
事
歎
、
暫
之
後
還
御
、
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

兵
衛
督
御
乗
車
雇
従
奉
送
之
儀
欺
、
不
参
、

、〈
　
　
〉
　
　
〉
　
　
〉
　
　
ミ
　
　
、
（
　
　
、
（
　
、
（
　
　
＼
（
　
、
（
　
　
こ
　
　
〉
　
　
、
⊆

（廿
三
日
条
裏
）

近
日
山
大
衆
非
祇
薗
焼
亡
一
事
、
又
有
沙
汰
事
欺
、
伍
法
印
章
雲
・
法
橋
栄
全
等
払

山
上
了
云
々
、
依
言
説
歎
、
又
阿
闇
梨
顕
智
依
被
召
弟
子
悪
僧
五
人
之
間
、
暗
跡
逃

〔隠
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
梨
〕
（
藤
原
）

穏
云
々
、
字
弁
阿
闇
利
清
高
弟
、
其
身
行
向
検
非
違
使
家
、
依
悪
僧
事
也
、

九

月
大
巌

四
日
庚
戌

　
五
日
辛
亥

十
一
日
丁
巳

十
五
日
辛
酉

十
九

日
乙
丑

廿
五
日
辛
未

＋
月
小
聾

　
五
日
辛
巳

　
七

日
癸
未

十
一
日
丁
亥

十
三
日
己
丑

十
四

日
庚
寅

十
五
日
辛
卯

廿
六

日
壬
寅

　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）

此
四

五

日
以
前
、
少
将
公
房
為
出
家
暗
跡
云
々
、
所
随
身
侍
一
人
欺
、

　
　
（
藤
原
雅
教
）
　
（
藤
原
顕
能
女
）

厳
親
前
中
納
言
井
親
母
去
月
出
家
入
道
之
由
、
依
素
意
可
遂
之
由
、

錐
是
請
両
親
不
譲
之
、
其
後
参
賀
茂
一
七
日
之
間
祈
申
、
遂
以
避
脱

云

々
、
書
置
一
紙
、
陳
素
懐
云
々
、
年
廿
四
欺
、
額
顔
美
男
也
、
官

位
不
賎
、
急
発
菩
提
心
、
可
云
宿
縁
也
、

宰
相
殿
遠
忌
、
送
五
辻
五
重
塔
絵
、
法
華
経
也
、
布
施
供
養
如
例
、

弥
勒
講
、
於
北
隣
小
屋
修
之
、
依
神
事
也
、

（藤
原
邦
綱
）

謁
頭
亮
披
広
田
社
事
、
是
自
六
波
羅
経
人
、
被
付
重
官
解
之
故
也
、

　
　
　
　
　
ロ
マ
マ
　

可
有
政
始
、
有
政
始
、

可
有
例
幣
、

べ
く
　
　
こ
　
　
こ
　
　
こ

姫
御
前
参
院
、
今
夕
三
所
有
焼
亡
、
六
条
万
里
小
路
・
法
住
寺
門
北

脇
木
屋
等
・
二
条
云
々
、

殿
下
可
令
参
院
云
々
、
雨
下
、

地
蔵
講
如
例
、

前
伯
後
家
使
景
光
来
、

弥
勒
講
闘
了
、
以
酒
苧
許
行
之
、
三
郎
所
為
也
、
不
便
く
、

六
波
羅
献
具
書
守
貞
事
、
人
不
取
上
、

社
事
、
有
　
賀
茂
大
明
神
　
御
告
、

右
大
臣
被
参
高
野
廟
、
是
二
条
院
御
髪
、
為
奉
収
彼
山
云
々
、
堀
川

院
例
也
、

寅
時
有
夢
相
、
大
明
神
令
示
告
也
、
正
奉
礼
尊
顔
、
恭
所
信
遇
也
、

別
紙
可
注
、

＋
一
月
大
豊
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四
日
巳
酉

　

八
日
癸
丑

　
九

日
甲
寅

十
三
日
戊
午

十
五
日
庚
申

　
廿
日
乙
丑

廿
二

日
丁
卯

廿
三

日
戊
辰

廿
六

日
辛
未

廿
八
日
癸
酉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
野
〕

院
御
日
吉
詣
也
、
自
来
入
日
可
有
熊
乃
御
精
進
故
也
、
公
卿
七
人
、

侍
臣
廿
余
人
也
、
束
帯
、

　
　
〔
野
〕

院
熊
乃
御
精
進
始
法
住
寺
殿
、

御
即
位
女
叙
位
也
、
於
摂
政
直
盧
行
之
、
姫
御
前
叙
従
五
位
下
、
其

名
昭
子
也
、
而
依
相
当
後
三
条
院
女
御
有
沙
汰
、
被
改
信
子
、

院
御
進
発
、
僧
都
為
御
導
師
、

幣
殿
事
、
有
夢
相
告
之
由
、
兼
友
所
来
告
也
、

無
五
節
、
依
諒
闇
也
、

新
嘗
会
也
、
忌
部
明
茂
・
致
光
参
勤
云
々
、

神
事
日
可
着
狩
衣
・
袴
之
由
、
有
神
告
、
尤
可
然
、
伍
毎
旬
日
可
着
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仲
資
王
）

祭
月
又
同
、
卯
時
夢
、
大
夫
見
也
、

頭
亮
消
息
云
、
明
日
例
幣
延
引
、
来
月
一
日
也
、
件
事
無
事
故
可
被

遂
行
、
令
参
籠
官
人
、
於
平
座
可
令
祈
申
者
、
召
祐
親
頼
之
処
、
来

九

日
ま
て
服
假
云
々
、
伍
差
俊
宣
令
参
籠
事
、
三
箇
日
也
、

泰
山
府
君
御
祭
也
、
御
前
御
祈
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
様
力
〕

参
蓮
花
王
院
、
奉
礼
千
躰
尊
容
、
舟
二
相
乗
、
実
以
奇
■
也
、
於
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
●
気

前
謁
会
朝
阿
閣
梨
、
彼
堂
以
尼
公
始
千
度
詣
、
御
前
御
祈
也
、

○
裏
書

（廿
四
日
条
裏
）

廿
六

日
被
立
山
陵
使
、
告
御
即
位
之
由
也
、

　
　
山
科
天
武
・
深
草
仁
明
・
柏
原
桓
武
・
後
山
科
醍
醐
・
嵯
峨
・

　
　
（
光
孝
天
皇
）

　
　
後
田
邑
仁
和
寺
・
村
上
天
暦
・
鳥
羽
安
楽
寿
院
也
、
今
度
被
発
遣
也
、

＋
二
月
大
建
記

一
日
丙
子
　
例
幣
也
、
去
九
月
依
諒
闇
延
引
、
是
先
例
也
、
上
卿
左
大
臣
、
行
事

四

日
己
卯

六

日
辛
巳

七

日
壬
午

　

十
日
乙
酉

十
一
日
丙
戌

十
六
日
辛
卯

十
九

日
甲
午

廿
五

日
庚
子

廿
七

日
壬
寅

廿
九

日
甲
辰

○
裏
書

（
一
日
条
裏
）

云
、

〉
処
、

右
少
弁
平
信
範
也
、
祭
主
朝
臣
中
臣
、
忌
部
明
友
、
卜
部
兼
友
也
、

王
致
重
也
、
御
卜
串
注
付
合
否
之
間
、
件
卜
串
付
宮
主
口
仰
付
被
開

之
間
違
例
云
々
、

広
田
社
狐
死
、
伍
大
夫
下
向
云
々
、
此
由
重
時
所
申
也
、
未
時
、

（好
子
内
親
王
）

斎
宮
帰
京
、
中
臣
・
卜
部
等
進
差
文
、
中
臣
為
定
・
卜
部
祐
師
云
々
、

豊
受
大
神
宮
假
殿
御
遷
宮
也
、
寅
時
、
帰
遷
本
殿
戌
時
也
、
依
被
修

　
　
　
　
　
　
　
（
大
中
臣
）

理
破
損
也
、
宮
主
有
隆
所
勤
也
、

御
躰
今
日
始
即
了
、
又
以
中
臣
為
定
被
申
斎
宮
帰
之
由
於
大
神
宮
、

即
以
発
遣
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俊
宣
　
　
　
　
　
　
（卜
部
）

御
卜
奏
、
上
卿
富
小
路
中
納
言
実
国
、
官
人
明
茂
、
氏
人
宮
主
兼
定
・

致
光
・
吉
弘
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
信
範
）

月
次
祭
、
上
卿
実
国
卿
、
右
少
弁
、

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
長
力
〕

夜
祭
、
新
中
納
言
資
光
、
同
弁
、
王
資
遠
、

　
　
　
　
高
蔵
殿
腹
　
　
　
（
藤
原
多
子
）

院
若
宮
御
元
服
＋
六
、
於
大
宮
有
此
事
、
宮
司
等
為
役
人
、
有
故
事
欺
、

御
名
為
仁

（
平
滋
子
）
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
渡
御
力
〕

東
御
方
移
徒
、
院
令
口
口
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
故
兵
部
大
輔
平
時
信
女
、
号
東
御
方

院
第
三
皇
子
被
下
親
王
宣
旨
、
憲
仁
、
勅
別
当
平
大
納
言
、
於
法
住

寺
殿
有
此
事
、

　
（
藤
原
多
子
）

太
皇
太
后
宮
御
出
家
年
廿
六
、

辰
時
、
六
丈
白
布
一
段
地
尼
公
請
取
了
、
件
物
宮
主
二
千
所
進
也
、

抑
明
友
為
孝
重
被
押
氏
長
干
今
十
八
↑
年
也
、
今
差
進
明
友
之
処
、
上
卿
仰
行
事
弁

　
　
今

日
使
孝
重
有
訴
申
旨
、
代
初
之
使
也
、
以
位
上
臆
長
者
、
以
孝
重
可
差
進
之

　
　
差
進

明
友
之
条
無
其
謂
云
々
者
、
然
申
状
非
其
理
、
可
尋
沙
汰
也
、
孝
重
参
八

省
奉
裏
官
幣
了
、
弁
以
消
息
被
触
此
由
、
抑
進
発
先
有
其
尋
、
可
被
申
子
細
者
、
僕
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申
云
、
今
日
使
依
為
初
度
、
以
官
人
大
祐
明
友
所
差
進
也
、
当
官
之
例
為
先
官
人
之

故
也
、
孝
重
申
旨
芳
其
理
不
口
、
中
臣
中
、
難
有
位
階
上
臆
其
失
、
以
官
人
為
長
者
、

卜
部
又
以
如
此
、
而
孝
重
妄
称
長
者
之
由
、
歴
沙
汰
之
後
、
左
右
可
給
事
歎
、
加
之
、

代
始
初
度
奉
幣
無
故
破
却
差
文
被
改
使
条
、
頗
其
憧
可
候
欺
、
以
此
旨
可
令
申
上
訴

者
、
此
間
孝
重
・
明
友
口
論
互
及
放
言
云
々
、
然
間
請
文
参
着
、
披
見
之
後
、
任
指

文
以
明
友
入
宣
命
進
発
了
、
其
後
及
戌
刻
、
明
友
申
云
、
以
史
男
明
茂
大
理
無
左
右

給
検
非
違
使
則
定
了
、
尋
由
緒
答
依
女
事
云
々
、
然
而
明
友
不
留
進
発
了
、
此
事
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
違
脱
〕

何
、
神
祇
官
人
直
給
検
非
使
之
条
、
古
今
未
聞
先
例
、
況
依
女
子
哉
、
私
被
処
重
科
、

主
人

所
行
、
人
不
可
難
、
及
獄
断
之
条
不
■
宿
人
所
為
事
欺
、
退
之
左
右
欺
、
兼
又

孝
重
・
明
友
相
論
事
、
以
孝
重
申
文
下
明
友
、
如
明
友
陳
状
者
、
理
有
明
友
、
其
故

孝
重
賜
宣
旨
、
明
友
訴
申
、
伍
賜
改
定
宣
旨
了
、
如
其
状
者
明
友
理
也
、
此
上
明
友

帯
相
伝
譲
状
文
書
等
、
孝
重
無
指
文
書
、
況
明
友
年
来
之
職
代
々
与
奪
也
、
然
依
宣

旨
、
任
文
書
、
以
嫡
々
相
承
、
前
々
伯
下
文
重
成
輪
補
任
了
、
今
日
有
明
茂
事
、
若

不
叶
神
慮
歎
、
所
恐
也
、
又
吉
例
之
故
歎
、
然
間
明
茂
謝
答
、
不
及
給
則
貞
欺
、
只

　
　
　
〔
子
細
力
〕

被
召
問
■
■
了
、
口
口
明
茂
所
出
■
口
、

（十
日
条
裏
）

十
日

今

日
月
次
祭
事
、
右
少
弁
平
信
範
催
忌
部
明
友
云
、
有
所
労
、
昼
可
行
之
由
也
、
伍

明
友
未
時
参
入
、
去
一
日
九
月
例
幣
御
馬
一
疋
於
浦
田
坂
艶
了
、
今
日
有
御
ト
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
く
　
　
べ
く
　
　
こ
　
　
も
く
　
　
ざ
く
　
　
へ
く
　
　
こ
　
　
ざ
く
　
　
　
　
ざ
く
　
　
　
　
ざ
く
　
こ
　
ざ
く
　
べ
く
　
こ

神
事
違
例
不
信
不
浄
之
上
、
公
家
御
祈
天
下
動
揺
［
］
也
、
件
替
御
馬
今
日
被
副
進

〉
　
、
⊆
　
　
こ
　
　
ミ
　
　
、
〈
　
　
、
⊆
　
　
、
⊆
　
　
、
（
　
、
〈
　
　
、
（
　
　
　
　
〉
　
　
〉
　
　
、
〈
　
　
￥
〈
　
　
、
⊆
　
　
、
⊆
　
　
　
　
、
（
　
　
　
　
　
　
　
、
⊆
　
　
　
　
、
〈
　
　
〉
　
　
￥
く
　
　
≧
ヘ
　
ミ
　
、
＜
　
　
≧
ヘ
　
ミ
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
神
官
参
陣
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
こ
こ
、
く
＼
（
＼
（

及
夜
半
進
発
了
、
辰
時
祭
主
被
召
参
陣
、
卜
部
兼
友
参
、
依
召
也
、
申
刻
依
■
■
■
、

ざ
く
　
も
く
　
ざ
く
　
こ
　
ざ
く
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
ざ
く
　
こ
　
ざ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
こ
　
こ
　
ざ
く
　
こ
　
　
　
　
べ
く
　
ざ
く
　
へ
く
　
　
　
ミ
　
こ
　
シ
く
　
ミ
　
ざ
く
　
こ

殿
下
御
物
忌
也
、
祭
主
・
兼
友
候
陣
、
兼
友
依
召
参
殿
下
中
院
、
頭
亮
候
、
仰
云
、

例
幣
二
馬
整
事
、
行
御
卜
欲
副
進
月
次
祭
使
如
何
、
而
今
日
四
廃
日
也
、
御
物
忌
也
、

殿
下

御
衰
日
也
、
随
廃
務
也
、
如
何
二
可
行
哉
者
、
四
廃
日
・
御
衰
日
・
御
物
忌
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

被
行
御
卜
例
也
、
於
廃
務
者
太
神
宮
事
、
則
太
神
宮
悟
異
者
、
不
可
行
御
卜
給
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
〔
桁
力
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
凶
力
〕

仰
云
、
此
存
皆
令
存
給
、
於
別
進
御
馬
副
天
吉
口
哉
と
あ
り
、
此
条
専
欲
行
御
卜
如
何
、

兼
友
申
云
、
副
進
御
馬
事
不
可
及
御
卜
、
是
恒
例
也
、
於
彼
幣
馬
鎧
者
也
、
尤
御
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
実
長
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
原
）

可
候
、
此
間
及
亥
時
了
、
被
催
上
卿
中
宮
大
夫
使
、
史
大
夫
俊
重
也
、
頭
亮
以
私
使

件
男
女
可
被
参
之
由
錐
加
詞
、
称
脚
病
更
発
之
由
不
参
、
尚
以
差
出
納
重
被
催
、
敢

不
参
、
当
此
時
可
召
請
月
次
祭
上
卿
中
納
言
実
国
卿
之
由
被
仰
下
、
仰
召
使
馳
向
之

刻
、
兼
友
申
云
、
月
次
祭
已
中
半
也
、
奔
彼
何
可
被
参
哉
、
先
行
月
次
祭
、
祭
主
請

預
幣
物
可
相
待
之
由
被
仰
下
可
宜
欺
、
其
時
又
留
召
使
仰
云
、
早
行
月
次
祭
、
於
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
数
力
〕

主

者
、
可
相
待
［
］
仰
者
、
其
間
已
■
夜
祭
之
上
卿
新
中
納
言
資
長
先
参
陣
、
行
御

卜
、
可
参
本
官
之
由
被
仰
了
、
随
中
納
言
参
内
、
行
御
卜
、
無
弁
、
及
晩
事
了
云
々
、

是
違
例
欺
、

卜
■
、
不
信
不
浄
之
上
、
公
家
御
慎
天
下
動
揺
事
云
々
、
凶
重
吉
元
卜
也
、
不
便
く
、

（廿
二
日
条
裏
）

　
　
　
酉
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
〕

十
九
日
前
斎
宮
立
本
寮
、
迎
左
少
弁
行
隆
・
王
兼
隆
也
、
亥
了
着
逸
志
宿
、
廿
日
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
勢
〕

時
立
逸
志
駅
家
、
廿
一
日
晩
着
伊
世
河
口
、
丁
時
出
御
、
万
事
不
具
之
故
也
、
廿
四

日
戌
時
着
伊
賀
山
中
一
宿
了
、
無
先
例
、
迎
御
輿
散
々
引
破
、
如
薪
結
合
持
参
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戌
刻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
田
〕
　
　
〔
マ
マ
〕

凡
無
先
例
事
也
、
廿
二
日
着
伊
賀
河
口
、
廿
三
日
着
黒
太
丈
六
堂
云
、
即
一
宿
、
抑
伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
〔
庄
力
〕

賀
河
ロ
天
寮
侍
武
者
所
為
安
、
平
大
納
言
河
婦
■
之
住
人
被
射
了
、
巳
其
身
負
手
了
、

御
迎
検
非
違
使
広
綱
子
二
人
闘
乱
、
已
突
殺
了
、
凡
路
次
一
切
不
譜
濫
行
口
口
、
廿

五

日
僅
着
和
泉
木
津
不
作
御
所
、
伍
奉
定
宿
酢
艦
云
々
、
凡
今
度
帰
京
散
々
歎
、
後

代
如
何
、

（廿
六
日
条
裏
）

従
四

位
下
宮
内
大
輔
藤
原
朝
臣
定
信
自
筆
萱
切
経
了
、

　
　
　
　
皇
太
后
宮
大
進
藤
原
季
広
、
可
書
自
筆
於
一
切
経
之
由
立
口
了
、
件
季
広

　
　
　
　
夢
中
遇
僧
、
問
定
信
後
世
、
僧
答
云
、
彼
定
信
号
聖
教
王
菩
薩
者
、
此
語

　
　
　
　
非
可
狐
疑
、
伍
所
祀
也
、
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（舟
日
条
以
降
裏
）

逸
志
駅
家
肝
都
鷲
離
酷
宮
駅
繁
醐
鍾
た
詳
供
饗
万
事
歪
云
々
・

伊

世
廿

河
口

駅
家
、
如
形
御
所
假
屋
許
也
、
米
四
石
を
出
云
々
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銀
難
）

輿
折
廿
日
夜
事
、
不
作
路
、
山
瞼
岨
之
間
、
不
諏
行
歩
、
切
難
銀
歎
、
今
夜
不
供
御
膳
、

　
　
　
　
　
　
廿
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
廿
二
日

無
先
例
、
伊
賀
駅
家
、
一
切
不
譜
、
国
在
庁
不
相
迎
、
経
計
町
宿
伊
賀
神
部
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
弱
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駕
輿
丁
厄
若
之
故
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
王
御
灌
仏
云
々
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
小
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

召
替
御
迎
了
、
宿
少
屋
、

　
　
　
大
和
　
　
な
ま
り
河
御
祓
二
瀬
了
、

　
　
　
二
鳥
居
共
供
給
、

　
　
　
和
泉
木
津
、
召
御
舩
、

（題
纂
）

「
押
小
路
伯
顕
広
王
筆
記

具
註
暦
　
　
仁
整
昨
＋
三
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
十
二
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
巻
首
闘

「
仁
安
二
年
正
月
」

十
三
日
壬
子

十
四

日
癸
丑

十
九
日
戊
午

廿
日
己
未

　
　
　
　
〔
宮
〕
　
〔
焼
力
〕

去
五
日
離
口
院
口
［

（平
滋
子
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
原
）

東
御
方
檜
大
榑
百
寸
進
民
部
丞
季
平
■
、
三
条
家
［

（後
白
河
上
皇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
滋
子
）
　
（
憲
仁
親
王
）

院
御
移
徒
法
住
寺
殿
、
三
位
殿
春
宮
母
被
居
寝
殿
、
明
日
可
下
女
御

宣
旨
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
基
房
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
忠
雅
）

春
宮
朝
観
行
啓
也
法
住
寺
殿
、
摂
政
以
下
諸
卿
供
奉
、
右
大
将
不
被
［

　
　
（
平
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
兼
実
）

頭
弁
時
忠
為
後
騎
依
外
戚
歎
、
右
大
臣
御
口
［
　
　
　
］
啓
儀
歎
、

申
了
事
［
　
　
］
鶏
鳴
還
御
、

廿
二

日
辛
酉

廿
三

日
壬
戌

廿
四

日
癸
亥

廿

八
日
丁
卯

　
　
　
　
　
　
　
〔
下
毛
野
〕
〔
守
〕
　
　
　
　
〔
故
〕
　
　
　
〔
マ
マ
〕

摂
政
随
身
右
番
長
下
野
武
盛
、
粗
存
古
実
、
塞
馬
之
間
、
路
頭
有
興
、

宿
此
屋
、
違
方
也
、

今
暁
香
殿
院
参
、
随
禁
色
騰
衣
裳
等
、
今
日
依
可
有
行
幸
、
而
丑
時

以
後
天
気
陰
、
雨
雪
下
、
終
日
不
晴
、
伍
行
幸
延
引
、
来
廿
八
日
云
々
、

今
夕
還
御
五
条
内
裏
、
而
俄
延
引
、

今
暁
有
吉
夢
称
鵬
⇒
典
賄
縫
継
中
棋
髄

今
夕
還
御
五
条
内
裏
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）

大
神
宮
奉
幣
、
被
申
斎
宮
卜
定
之
由
、
上
卿
権
中
納
言
公
保
卿
、
行

〔事
〕
　
〔
権
左
〕
　
〔
少
〕
　
（
藤
原
）

口

［
　
　
］
口
弁
為
親
、
使
正
親
正
顕
行
王
、
中
臣
権
大
祐
俊
宣
、

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
権
大
副
兼
〕

忌
部
朝
幸
、
卜
部
［
　
　
　
山
康
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
育
子
）

朝
観
行
幸
法
住
寺
殿
、
摂
政
騎
馬
、
諸
卿
皆
参
、
中
宮
御
同
輿
、
蒙

勧
賞
公
卿
以
下
廿
五
人
、
抑
行
幸
御
儲
之
間
、
有
条
々
失
礼
、
別
当

（藤
原
）

隆
季
卿
不
知
案
内
之
故
也
、
御
前
物
事
大
失
錯
也
、
可
為
一
上
勤
之

由
載
定
文
、
是
不
知
案
内
也
、
以
外
也
、
又
難
注
不
触
申
此
由
於

（藤
原
経
宗
）

左
大
臣
也
、
殿
下
令
存
先
例
、
難
有
御
用
意
、
是
又
不
申
、
如
此
之
間
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）

行
幸
已
成
之
後
、
院
司
木
工
頭
盛
隆
近
触
隆
季
卿
之
処
、
称
為
一
上

勤
之
由
、
伍
尋
申
左
府
之
処
、
左
府
被
陳
云
、
此
由
更
不
口
触
、
随

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ロ

一
上
為
勤
之
事
、
更
無
指
文
、
何
況
乎
口
［
　
　
　
］
口
愛
夫
東
西

　
　
（
藤
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
重
盛
）

先
触
邦
綱
卿
、
陳
無
用
意
口
口
口
可
然
、
其
後
術
蓋
急
触
右
衛
門
督
、

（借
力
）

口

［
　
　
　
］
宮
行
啓
之
時
御
前
物
具
、
難
備
御
儲
、
天
気
全
不
寄

付
御
、
是
有
恐
事
也
、
又
行
幸
成
之
後
、
為
御
拝
令
渡
御
之
処
、
隆

季
卿
参
向
、
申
不
可
御
拝
候
之
由
、
伍
還
御
了
、
其
後
天
気
不
快
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

遂
無
御
拝
、
不
令
付
御
前
物
御
、
是
芳
有
恐
可
、

○
裏
書

（廿
八
日
条
裏
）

今
日
初
春
宮
始
入
御
神
殿
、

有
条
々
違
例
、
節
折
、

　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　

日
来
上
卿
以
荒
木
多
氏
女
被
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〔
田
〕

召
節
折
云
々
、
奇
異
、
今
夜
俄
被
召
本
節
折
、
件
荒
木
多
丸
取
装
束
逃
隠
之
故
也
、

（平
清
盛
）

勅
別
当
着
布
衣
候
座
云
々
、
次
第
皆
違
濫
之
由
聞
之
、
末
代
之
法
如
此
、
以
外
く
、

二
月
小
建
険

　
　
　
　
　
9

　
三
日
壬
申

　
四

日
癸
酉

　
六

日
乙
亥

十
一
日
庚
申

十
三
日
壬
午

十
八
日
丁
亥

十
九
日
戊
子

廿
一
日
庚
寅

廿
二
日
辛
卯

廿
四

日
癸
巳

廿
五
日
甲
午

廿
八
日
丁
酉

今
日
可
進
、

院
尊
勝
陀
羅
尼
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
師
長
）
　
　
〔
佐
〕
　
〔
事
脱
力
〕
　
　
（
平
）

祈
年
祭
如
例
、
上
卿
大
納
言
殿
土
左
、
行
右
少
弁
信
範
、

宿
此
屋
、

今
日
有
任
大
臣
・
公
卿
任
事
、
次
叙
従
四
位
下
了
、
去
十
一
月
叙
正

五
位
下
、
今
又
浴
朝
恩
、
喜
幸
也
、
聞
書
有
別
紙
、

院
入
御
熊
野
御
精
進
屋
、
上
西
門
院
内
、

（信
子
）

姫
御
前
参
院
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
忌
部
）

四

品
之
後
始
成
官
符
、
書
位
所
、
以
友
平
補
神
琴
師
也
、

　
　
　
　
　
（
上
西
門
院
）

院
御
進
発
、
女
院
留
御
、
宿
此
屋
、

違
方
此
屋
、

四
十
五
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
上
〕

大
神
宮
伊
勢
幣
・
斎
宮
卜
定
之
由
、
口
卿
権
中
納
言
公
保
卿
、
弁
権

こ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
へ
　
　
　
ミ
　
　
ミ
　
　
　
　
　
ミ
　
　
ミ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
　
　
　
ミ
　
　
ミ
　
　
ミ
　
　
ミ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
　
　
　
こ
　
　
ミ

右
少
弁
為
親
、
使
王
正
親
正
顕
行
王
、
中
臣
権
大
祐
俊
宣
、
忌
部
朝

と
　
　
〉
」
　
こ
　
　
㌔
⊆
　
　
こ
　
　
　
　
　
〉
、
　
〉
　
　
〉
　
　
と
　
　
〉
、
　
〉
　
　
こ
　
　
こ
　
　
　
　
　
～
、
　
〉
＼
　
〉
　
　
〉
　
　
〉
、
　
、
⊆
　
　
〉
、
　
　
　
　
ミ
　
　
￥
⊆
　
　
〉
、

幸
、
卜
部
権
大
副
兼
康
、

ミ
　
　
　
　
　
こ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
ミ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
ミ

太
政
大
臣
下
向
安
芸
国
、
為
参
伊
津
久
嶋
社
云
々
、
抑
大
相
国
城
外

例
始
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
　
　
　
〔
勢
〕

祈
年
穀
奉
幣
、
上
卿
左
大
臣
、
行
事
右
少
弁
重
方
、
伊
世
使
王
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
丹
力
〕
（
忌
部
）

臣
大
副
師
親
朝
臣
、
忌
部
友
平
、
卜
部
史
致
頼
云
々
、
壬
生
致
貞
、

貴
布
祢
能
広
、

夢
想
見
彼
社
了
、
左
兵
衛
侍
也
、
孫
之
由
也
、

○
裏
書

（十
三
日
条
裏
）

太
政

大
臣
平
纏
申
慶
賀
雇
従
公
卿
六
人
云
・
藷
麟
決
騨
藁
竃
・
智
て

　
　
　
　
前
駈
四
十
余
人
之
内
、
殿
上
人
廿
余
人
云
々
、
去
十
一
日
賜
兵
杖
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
右
近
衛
官
人
以
下
、
以
十
人
　
随
身
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
官
人
秦
頼
文
、
番
長
中
臣
近
武
自
院
随
口
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
官
人
秦
兼
成
、
番
下
野
友
武
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
近
衛
兼
方
子
…

三
月
小
建
嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
江
匡
房
）

　
三
日
辛
丑

　
五
日
癸
卯

　
六

日
甲
辰

十
一
日
己
酉

十
三
日
辛
亥

十
四
日
壬
子

十
五
日
癸
亥

十
六
日
甲
寅

十
七
日
乙
卯

　
廿
日
戊
午

夢
拝
江
都
督
、
可
云
吉
夢
、

地
蔵
講
如
例
、

違
方
留
、
依
方
違
冊
五
日
也
、

弥
勒
講
如
例
、

　
　
　
〔
野
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
〔
時
〕

院
自
熊
乃
御
還
御
、
今
日
民
部
卿
顕
口
卿
依
病
出
家
云
々
、

民
部
卿
顕
時
卿
亮
、
昨
日
出
家
年
五
＋
九
云
々
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
野
〕

権
中
納
言
成
親
卿
亮
云
々
、
御
共
参
熊
乃
之
間
、
自
去
一
日
病
悩
遂

と
　
　
、
⊆
　
　
〉
　
　
〉
、
　
こ
　
　
、
⊆
　
　
こ
　
　
〉
、
　
〉
￥
　
〉
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
さ
へ
　
〉
、
　
こ
　
　
、
⊆
　
　
こ
　
　
〉

亮
去
、

、
〈
　
〉
、

民
部
卿
顕
時
入
道
莞
云
々
、

、
く
　
　
こ
　
　
、
⊆
　
　
こ
　
　
ミ
　
　
㌔
（
　
　
、
⊆
　
、
（
　
　
、
⊆
　
、
＜

月
蝕
、

姫
御
前
退
出
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
野
〕

権
中
納
言
成
親
卿
莞
年
舟
一
、
於
熊
乃
去
一
日
病
付
候
、
院
御
共
也
、

こ
　
　
、
⊆
　
　
〉
　
　
、
（
　
　
〉
　
　
、
⊆
　
　
〉
、
　
、
⊆
　
　
S
（
　
×
⊆
こ
　
　
　
　
　
》
＼
　
〉
￥
　
、
（
　
　
〉
、
　
、
⊆
　
　
〉
　
　
Σ
＼
　
、
⊆
　
　
㌔
⊆
　
　
　
　
　
ミ
　
　
〉
￥
　
こ
　
　
ミ

遂
亮
去
云
々
、
面
縛
謀
反
人
、
昇
納
言
、
希
代
歎
、

こ
　
　
￥
⊆
　
　
、
⊆
　
　
》
」
　
㌔
⊆
　
　
　
　
　
、
⊆
　
　
￥
⊆
　
　
、
⊆
　
　
こ
　
　
〉
～
　
　
　
　
》
S
　
、
⊆
　
　
こ
　
　
　
　
　
〉
　
　
、
⊆
　
　
㌔
⊆

■
着
口
、

　
〉
　
　
、
⊆

石
清
水
臨
時
祭
也
、
■
■
右
兵
衛
督
平
時
忠
為
使
、
共
人
及
百
人
、

　
　
　
　
　
（
秦
）
　
　
（
秦
）

可
云
奇
異
、
兼
頼
・
兼
国
為
朧
、
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廿廿

日日
辛庚
酉申

廿
六

日
甲
子

廿
九

日
丁
卯

○
裏
書

（廿
六
日
条
裏
）

松
尾四

月
大
豊

一
日
戊
辰

五
日
壬
申

六

日
癸
酉

七

日
甲
戌

冊
五
日

ミ
こ
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
滋
子
）

千
僧
御
読
経
、
法
勝
寺
有
御
幸
、
女
御
殿
御
車
遣
迎
御
所
、
打
出
紅

薄
様
也
、
主
殿
所
調
進
也
、
鎮
金
・
銀
玉
連
也
、
供
奉
公
卿
、
殿
下
・

（藤
原
経
宗
、
同
忠
雅
）

左
内
両
府
・
大
中
参
議
、
凡
廿
一
人
、
殿
上
人
廿
四
人
、

院
中
有
舟
日
稜
、
御
幸
之
後
、
乞
食
法
師
於
院
中
死
去
了
、
還
御
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
隆
季
）
（
藤
原
光
隆
）

見
付
云
々
、
公
卿
三
人
稜
了
、
別
当
・
治
部
卿
・
右
兵
衛
督
等
也
、

　
　
　
　
　
　
　
（
源
頼
重
）

今
暁
有
夢
想
、
従
前
伯
手
以
伊
親
為
使
者
、
如
綾
御
衣
二
領
、
装
束

一
具
見
被
送
■
也
、

　
　
　
　
（
忌
部
）

今
日
大
祐
明
友
申
上
云
、
使
官
人
代
重
之
、
松
尾
一
位
谷
社
下
、
是

官
人
死
去
、
伍
祭
延
引
者
、

日
蝕
未
時
一
刻
、

（今
日
力
）

口
口

聞
稲
荷
命
婦
社
内
飢
人
死
去
云
々
、
伍
祭
延
引
云
々
、
当
社
■

　
　
こ
　
こ
　
こ
　
ざ
く
　
べ
く
　
ざ
く
　
べ
く
　
ミ
　
ど
　
こ
　
こ
　
ざ
く
　
　
　
　
　
　
べ
く
　
も
く
　
ざ
く
　
ざ
く
　
ミ
　
こ
　
　
　
　
ざ
く
　
ざ
く
　
へ
く

祭
延
引
之
条
如
何
、
但
聞
実
形
重
可
記
、

へ
く
　
こ
　
　
ざ
く
　
　
ミ
　
　
ベ
く
　
　
へ
く
　
こ
　
　
　
　
べ
く
　
　
へ
く
　
　
へ
く
　
べ
く
　
　
へ
く
　
　
ざ
く
　
こ

地
蔵
講
如
例
、
如
僧
房
清
遠
沙
汰
也
、

松
尾
祭
延
引
、
依
櫟
谷
社
旅
所
有
死
稜
、
此
稜
及
本
社
大
政
所
也
、

去
二
日
被
下
宣
旨
了
、

太
政
大
臣
帰
京
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
忠
雅
）

奥
殿
官
解
、
依
上
卿
内
大
臣
仰
欲
上
之
処
、
兼
康
称
故
障
之
由
不
進

　
　
（
卜
部
）

着
、
兼
友
依
被
超
越
、
為
件
之
遺
恨
以
前
不
進
着
、
致
頼
・
致
貞
依

長
者
不
進
又
不
進
着
、
此
事
有
故
欺
、

八
日
乙
亥

十
日
丁
丑

十
一
日
戊
寅

十

二

日
己
卯

十
三
日
庚
辰

十
五
日
壬
午

十
六

日
癸
未

十
八
日
乙
酉

廿
三

日
庚
寅

廿
四

日
辛
卯

廿
六
日
癸
巳

廿
七

日
甲
午

廿
九

日
丙
申

　
計
日
丁
酉

午
後
大
雨
下
、
終
夜
不
止
、

不
上
雨
、
巳
以
後
晴
了
、
自
昨
日
雨
下
、
巳
時
舞
了
、

冊
五
日
、
宿
此
屋
、
自
今
日
方
違
冊
五
日
也
、

謁
申
内
大
臣
、
付
申
奥
殿
祓
官
解
了
、

　
　
　
　
　
〔
憲
〕

宰
相
入
道
俊
兼
死
、

　
　
　
　
（
藤
原
）

巳

時
聞
可
櫟
谷
社
御
輿
造
替
之
由
、

弥
勒
講
如
例
、

有
陰
気
、
雨
也
、
下
巳
時
晴
了
、
今
暁
太
政
大
臣
被
参
高
野
、

　
　
（
明
雲
）

天
台
座
主
始
登
山
、
本
山
諸
司
中
綱
房
官
十
人
為
先
駈
各
鎮
金
銀
、

僧
綱
六
人
・
已
講
四
人
連
車
雇
従
、
是
又
各
前
駈
童
子
等
繍
綾
■
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
経
房
）

松
尾
事
今
日
付
官
解
了
、
蔵
人
右
衛
門
権
佐
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
式
子
内
親
王
）

依
稼
気
賀
茂
祭
被
仰
下
可
延
引
用
下
酉
日
之
由
了
、
伍
斎
院
御
喫
延

引
、告

祭
延
引
之
由
日
吉
社
、
使
■
乱
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
頼
盛
）

太
政
大
臣
自
高
野
還
向
、
大
弐
入
洛
云
々
、

松
尾
社
祓
宣
旨
、
今
日
下
知
遣
使
了
、
俊
宣
・
兼
致
、

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
予
〕

香
殿
院
参
、
今
日
伊
与
参
神
祭
物
云
々
、
宿
直
人
同
参
云
々
、

可
着
神
祇
官
、
史
生
・
官
掌
両
三
人
同
在
参
、
四
品
之
後
、
今
日
着

神
祇
官
束
帯
、
官
人
氏
人
両
三
輩
在
座
、
五
位
官
人
勧
盃
、
六
位
官

人
後
送
酒
肴
許
也
、
奉
幣
之
後
還
着
、
有
此
事
、

午
後
雨
下
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）

斎
院
御
襖
也
、
行
事
右
中
弁
長
方
、
兼
左
衛
門
権
佐
也
、
渡
車
、
次

左

右
京
職
、
次
左
衛
門
権
佐
、
依
為
行
事
弁
所
渡
前
陣
歎
、
自
余

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
衛
脱
力
〕
　
〔
佐
渡
〕
　
　
（
藤
原
）

三

佐

皆
用
代
也
、
右
兵
助
代
左
馬
守
重
頼
、
左
兵
衛
佐
代
対
馬
守

（
藤

原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秦
）

俊
成
、
右
衛
門
佐
代
・
・
、
院
御
随
身
府
生
兼
国
為
瀧
、

松
尾
祭
也
、
式
日
延
引
、

院
御
見
物
賀
茂
祭
也
、
巳
時
以
後
雨
下
、
使
右
少
将
光
能
・
中
宮
使
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（
源
）
　
　
　
　
　
　
　
（
平
）

権
亮
国
雅
・
春
宮
亮
教
盛
也
、
蔵
馬
助
等
、

大
雨
終
日
不
止
、
今
日
姫
御
前
白
地
退
出
、
家
神
祭
也
、
公
連
所
勤
也
、

○
裏
書

（五
日
条
裏
）

稜
子
細
者
、
老
翁
一
人
於
櫟
谷
旅
所
死
去
了
、
件
神
實
等
保
住
人
・
村
長
者
運
渡
大

政
所
旅
所
了
、
其
後
触
本
社
了
、
問
法
家
了
、
定
舟
日
稜
限
因
慈
奏
　
公
家
、
可
祭

延
引
之
由
下
知
了
、
而
本
社
重
付
本
官
可
祓
清
保
々
井
大
行
事
五
位
之
由
所
申
也
、

此
条
無
其
謂
、
先
可
触
本
官
也
、
了
次
第
可
歴
沙
汰
之
処
、
遮
社
家
致
次
第
沙
汰
、

尤
奇
笹
事
歎
、
近
来
法
自
他
皆
以
如
此
、
不
便
く
、
件
事
去
二
日
、
可
行
下
申
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
原
）

之
由
被
下
宣
旨
、
上
卿
新
中
納
言
忠
親
卿
也
、
大
外
記
頼
業
奉
、
今
日
本
社
可
祓
清
、

執
行
満
延
井
保
々
沙
汰
人
等
造
替
御
輿
可
行
御
祭
之
由
付
社
解
、
即
祓
清
事
可
然
、

於
神
輿
造
替
者
可
勘
申
先
例
之
由
、
下
知
本
社
了
、
其
詞
云
、

（廿
七
日
条
裏
）

廿
七
日

今

夕
土
磁
大
納
言
鑑
依
平
家
奉
迎
被
渡
白
川
若
狭
守
平
経
盛
朝
臣
家
τ
有
故
事

欺
、
世
所
疑
也
、

（柑
日
条
裏
）

近
衛
使
右
少
将
兼
下
野
守
藤
光
能
踊
蚊
舗
ポ
㌔
謹
鮭
欺
壁
‥

春
宮
使
亮
内
蔵
頭
平
教
盛
繰
興
縛
恒
嫌
囎
賑
ボ
糎
鍍
庄
堅
醸
兼
成
〈
太
政
大
臣
〉
、

中
宮
使
　
権
亮
源
国
雅

山
城

内
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）

馬
　
　
　
助
ー
　
　
安
芸
　
能
盛
子

五
月
小
建
柄

五

日
壬
寅

六

日
癸
卯

十
一
日
戊
申

十
七
日
甲
寅

十
九
日
丙
辰

廿
日
丁
巳

廿
一
日
戊
午

廿
二
日
己
未

廿
三
日
庚
申

廿
八
日
乙
丑

講
演
如
例
、

可
飼
蛭
日
也
、

稲
荷
祭
也
、
式
日
延
引
、

講
演
如
例
、

太
政
大
臣
辞
状
云
々
、
大
臣
兵
杖
共
勅
許
了
、

香
殿
退
出
、
依
為
祥
忌
日
、
今
夜
被
宿
此
隣
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

前
僧
正
恵
信
流
罪
事
有
沙
汰
、
去
比
入
嶽
、
於
山
階
寺
焼
失
僧
房
等

之
故
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
術
力
〕

遷
幸
土
御
門
殿
、
五
条
内
裏
依
居
鷺
也
也
、

次
有
除
目
、
丹
波
・
相
模
相
博
、
右
衛
門
佐
平
忠
度
・
中
務
大
輔
藤

経
家
相
博
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

日
来
降
雨
、
伍
今
日
・
明
日
可
有
止
雨
奉
幣
、
被
仰
下
了
、
上
一
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
忌
部
）
　
（
忌
部
）

奏
了
、
史
生
正
時
、
使
等
参
仕
之
後
也
、
明
茂
・
茂
重
也
、

延
引
了
、

最
勝
講
始
、

冊
五
日
宿
此
屋
、

初
斎
宮
惟
異
、
虹
矧
也
、
卯
時
虹
矧
千
万
出
来
、
丸
一
所
死
了
、
広

三
尺
長
一
丈
、
戌
時
大
弛
出
来
、
出
見
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
、
（
　
、
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
セ
カ
　

入
道
筑
後
前
司
平
家
貞
死
了
八
＋
■
云
々
、
平
家
第
一
郎
等
武
士
之
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ロ

也
、
念
仏
数
遍
之
後
、
称
参
詣
之
旨
■
雲
欺
、
閉
眼
云
々
、

六
月
小
建
灯

五
日
辛
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
斎
力
〕

軒
廊
御
ト
、
前
廿
七
日
初
■
宮
悟
異
事
也
、
神
事
違
例
不
信
、
公
家

　
（
休
子
内
親
王
）
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
ロ
カ
〕

井
斎
王
御
慎
、
及
天
下
御
舌
病
事
云
々
、
又
御
所
可
有
動
揺
事
、
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六

日
壬
申

十

日
丙
子

十
一
日
丁
丑

十
二
日
戊
寅

十
三
日
己
卯

十
四
日
庚
辰

十
六
日
壬
午

十
九
日
乙
酉

廿
八
日
甲
午

例
講
如
常
、

経
師
上
紙
十
四
枚
■
為
打
也
、

御
卜
奏
、

有
陰
気
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
顕
）

遠
忌
等
例
講
如
常
、
法
印
被
渡
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
隆
季
）

月
次
祭
如
例
、
上
卿
別
当
、
行
事
右
少
弁
重
方
、
諸
社
司
今
度
着
後

座
、
官
人
不
参
、
兼
友
一
人
云
々
、

有
夢
告
、

有
夢
告
、
懐
宣
着
衣
冠
来
也
、
其
詞
云
、
松
尾
神
主
元
之
、
如
仰
成

了
云
々
、
可
相
待
事
欺
、

雨
漉
、
祇
薗
御
霊
会
如
常
、

院
法
住
寺
殿
不
動
堂
供
養
、
法
印
為
御
導
師
参
向
之
間
、
殊
以
被
口
、

前
駈
六
人
、
被
乗
横
榔
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雅
通
）

廿

二
社
奉
幣
、
依
去
五
日
御
卜
也
、
上
卿
源
大
納
言
、
行
事
右
少
弁

　
　
　
　
〔
勢
〕

重
方
、
伊
世
使
王
懐
言
、
中
臣
為
定
、
忌
部
茂
重
、
卜
部
兼
衡
、

初
斎
宮
喫
東
河
、
入
御
大
膳
職
、
勅
使
参
議
右
大
弁
藤
実
綱
朝
臣

云
々
、

○
裏
書

（三
日
条
裏
）

今

日
鄭
男
二
人
麟
天
補
長
上
工

（廿
八
日
条
裏
）

宮
中
事
散
々
云
々
、
亥
時
出
御
、
忌
部
男
背
式
条
、
奪
取
神
殿
御
装
束
了
云
々
、
是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
前
〕

違
例
也
、
勅
別
当
後
見
筑
先
介
景
親
着
束
帯
昇
殿
、
立
橋
隠
問
大
床
行
事
云
々
、
未

聞
先
例
事
哉
、
凡
当
宮
之
例
、
中
臣
之
外
無
昇
殿
者
、
未
把
御
賢
木
以
前
景
親
昇
殿

奇
惟
欺
凶
粧
欺
、
勅
別
当
宮
内
少
輔
平
義
範
・
同
親
宗
也
、
而
御
出
以
前
令
撤
神
殿

事
、
忌
部
濫
行
事
、
景
親
昇
殿
事
、
可
云
失
礼
也
、
初
斎
宮
事
有
若
亡
云
々
、
御
襖

雑
事
半
滅
云
々
、
是
則
白
拍
子
之
外
、

例
之

故
欺
、
彼
是
難
計
以
外
く
、

七

月
大
建
械

　
二
日
丁
酉

　
八
日
癸
卯

　
九
日
甲
辰

　
十
日
乙
巳

十
七
日
壬
子

　
廿
日
乙
卯

廿
一
日
丙
辰

廿
二
日
丁
巳

廿
四

日
己
未

廿
五

日
庚
申

廿
六

日
辛
酉

廿
九
日
甲
子

閏
七
月
小

無
他
沙
汰
之
故
欺
、
将
諸
国
付
一
方
不
存
済

　
　
　
（
藤
原
基
実
）

奉
為
故
摂
政
殿
法
性
寺
御
堂
今
日
供
養
、

盛
貞
参
、

酉
刻
軒
廊
無
風
気
顛
倒
、

宿
此
屋
、
冊
五
日
、

祈
雨
二
社
奉
幣
、

軒
廊
御
卜
、
去
九
日
軒
廊
顛
倒
事
也
、
御
卜
趣
凶
不
軽
、
公
家
御
慎

云
々
、

雨
漉
巳
時
、
不
及
地
潤
、
不
足
一
刻
、
只
一
村
也
、
去
月
廿
七
日
以

後
雨
不
降
也
、

暁
雨
下
、
昼
時
々
漉
々
、
凡
此
両
三
日
有
陰
気
、

黄
昏
之
比
、
奇
雲
立
天
自
卯
向
戌
号
歩
障
雲
、
凡
近
日
天
変
頻
云
々
、

天
文
所
執
奏
歎
、

越
中
守
藤
原
隆
保
死
年
＋
四
、
瘡
病
云
々
、
左
京
大
夫
定
隆
朝
臣
一
男
、

左
少
将
源

通
家
死
年
舟
五
、
参
議
資
賢
卿
一
男
、
養
乱
云
々
、
昨
日

遊
野
外
、
今
日
失
露
命
、
臨
終
正
念
云
々
、
着
沐
浴
浄
衣
向
西
方
、

謝
厳
孝
於
前
立
遣
恨
閉
目
云
々
、

被
立
軒
廊
云
々
、
此
間
中
宮
御
悩
者
、
其
日
退
出
禁
裏
、
其
翌
日
母

（伊
岐
到
遠
女
）

儀
推
参
弘
徽
殿
云
々
、
女
車
三
両
、
世
称
弘
徽
殿
乱
入
云
々
、
殿
下

即
令
出
御
了
云
々
、

弘
徽
殿
乱
入
事
、
今
日
聞
之
、
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四
日
己
巳

　
五
日
庚
午

　
七

日
壬
申

十
四

日
己
卯

十
五
日
庚
辰

十
七
日
壬
午

廿
五
日
庚
寅

八
月
大
建
配

日
乙
未

二
日
丙
申

三

日
丁
酉

祈
年
穀
奉
幣
、
伊
勢
使
王
兼
隆
、
中
臣
俊
宣
、
忌
部
安
忠
、
ト
部
致

貞
云
々
、
兼
資
不
祓
使
、
上
卿
源
権
大
納
言
雅
通
、
行
事
左
少
弁
為
親
、

香
殿
院
参
、
酉
刻
雨
下
、
抑
難
旱
魅
京
外
雨
下
云
々
、
昨
日
北
山
辺

大
雨
、
去
七
月
中
四
回
雨
下
云
々
、

地
蔵
講
如
例
、
天
気
不
晴
、
時
々
雨
下
、

雨
下
、

院
御
二
公
事
、
午
後
見
付
也
、

　
　
　
　
〔
マ
マ
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
飛
鳥
井
力
〕

世
物
公
心
儀
1
院
御
事
也
、
酉
刻
参
院
、
謁
明
日
甲
斐
局
、

香
殿
退
出
儀
云
々
、
局
也
、

院
御
二
公
平
散
云
々
、
世
所
賀
欺
、

今
暁
有
夢
告
自
　
賀
茂
給
物
、
御
使
惟
輔
と
覚
候
、
肥
前
為
口
預
尋

裏
、
其
詞
云
侍
等
何
不
請
取
哉
、
僕
出
々
居
恩
与
禄
、

冊
五
日
、
及
暁
更
出
門
外
、

除
目
、

　
　
（
藤
原
重
方
）

帯
借
右
少
弁
、
後
朝
被
返
了
、

鰍
借
宗
国
、

若
僧
俗
何
可
吉
、
占
云
、
俗
吉
中
之
吉
也
、
敢
テ
居
本
望
神
有
念
憐
、

僧
不
快
、
敢
テ
命
不
定
と
候
、

有
夢
想
、
渡
賀
茂
乳
母
家
、
以
餅
饗
我
其
餅
白
米
器
上
大
也
、
食
巨
多
、

当
右
方
脇
背
賀
茂
姫
ト
覚
候
、
児
副
立
、
我
云
、
此
児
自
来
着
以
後

数
刻
立
副
也
、
父
子
之
間
争
知
之
哉
者
、
件
児
男
子
也
、
前
居
女
房

成
妨
と
覚
候
、
然
間
琵
琶
法
師
出
来
礼
留
時
迄
ハ
、
我
不
止
之
、
居

庭
中
可
給
座
之
由
唱
天
、
不
止
出
去
了
、
然
間
着
衣
冠
氏
人
参
入
、

昇
堂
上
俳
徊
、
其
衣
服
生
絹
如
地
摺
々
た
り
、
抱
二
着
蘇
芳
春
、
染

　
五
日
己
亥

　
六

日
庚
子

　
十
日
甲
辰

十
一
日
乙
巳

十
三
日
丁
未

十
五
日
己
酉

十
六
日
庚
戌

廿
三
日
丁
巳

廿
五

日
己
未

廿
八
日
壬
戌

　
舟
日
甲
子

袴
也
、
件
抱
僕
調
進
と
覚
へ
縫
脇
に
て
参
進
候
欺
、
閥
脇
如
何
と
云
、

又
礼
盤
も
僕
調
進
と
覚
、
懸
金
物
引
也
、
件
袴
思
可
修
理
之
也
、
即

入
来
、
着
氏
人
也
、
不
見
知
僕
気
色
見
、

地
蔵
講
如
例
、

申
時
忽
晴
、

　
〔
伏
〕

院
臥
見
殿
御
移
徒
、

中
将
殿
遠
忌
如
例
、
仏
経
供
養
、
導
師
・
請
僧
各
以
布
施
、
導
師
六

丈
■
■
一
段
、
例
布
二
段
、
請
僧
例
布
各
一
段
、

自
山
階
殿
還
御
七
条
殿
、

（藤
原
公
教
女
）
　
　
（
藤
原
家
房
）

摂
政
北
方
有
男
子
平
産
事
、
八
条
高
倉
第
、
世
所
珍
重
欺
、

月
蝕
皆
鍔
、
抑
自
昨
日
深
雨
、
当
時
出
現
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忌

平
野
縣
社
司
等
預
栄
之
由
被
仰
下
了
云
々
、
其
中
従
五
位
上
卜
部
明

　
〔
宣
脱
力
〕
　
　
　
〔
宣
脱
力
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

友
権
祢
也
、
正
祢
親
宗
、
祝
兼
遠
等
、
権
祝
行
口
等
、
又
栄
爵
云
々
、

行
平
参
洛
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
光
雅
）

午
時
官
解
付
右
少
弁
、
為
伝
蔵
人
大
進
也
、
不
請
取
奏
状
返
了
、

今
夜
兼
保
上
洛
、

大
夫
阿
闇
梨
已
非
常
之
由
、
自
法
印
之
許
有
告
、

九
月
大
建
頗

三

日
丁
卯

五
日
己
巳

六

日
庚
午

七

日
辛
未

友
行
参
洛
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

大
相
国
又
参
安
芸
国
杵
築
嶋
社
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
佐
〕

宰
相
殿
御
忌
口
如
例
阿
弥
陀
．
法
花
経
一
部
、
導
師
土
左
公
国
絹
一
疋
、
布
□
段
、

請
僧
二
人
各
一
段
、

御
■
■
■
■
■
了
、

行
平
今
日
給
返
抄
了
、

友
行
御
寺
御
米
廿
石
進
納
了
、
先
分
雑
米
返
候
、
即
出
納
米
次
出
来
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十
一
日
乙
亥

十
三
日
丁
丑

十
五
日
己
卯

十
七
日
辛
巳

廿
一
日
乙
酉

廿
六

日
庚
寅

廿
七

日
辛
卯

舟
日
甲
午

米
納
了
と
申
、
返
抄
ハ
先
分
雑
米
之
後
申
可
成
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
公
保
）

例
幣
立
了
、
上
卿
一
条
大
納
言
云
々
、
弁
右
中
弁
長
方
朝
臣
、
王
致

　
　
〔
中
力
〕
（
親
隆
）

重
、
大
臣
祭
主
、
忌
部
明
友
、
卜
部
兼
貞
無
拝
也
、
立
了
、
件
致
重

　
　
ミ

　
　
　
　
　
マ
マ
　

依
外
記
提
掌
歎
、
僕
可
作
御
卜
串
之
由
、
召
仰
助
正
了
、
十
三
日
六

社

幣
之
虫
伊
勢
幣
今
日
被
禦
々
鍵
籔
難

冊
五
日
、
宿
面
小
屋
吉
上
家
、
例
講
行
了
、

五
社
奉
幣
六
社
之
内
伊
勢
幣
一
昨
日
被
付
例
幣
了
、

止
雨
奉
幣
儀
被
仰
下
順
飾
酬
鞭
鮮
是

　
〔
此
屋
力
〕

宿
口
口
也
、
為
違
十
五
日
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）

斎
宮
襖
東
河
、
入
野
宮
、
前
駈
大
納
言
公
保
、
中
納
言
実
房
、
宰
相

　
　
　
（
源
）
　
（
藤
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
）

左
大
弁
雅
頼
・
家
通
、
四
位
基
家
、
　
㍉
、
、
五
位
少
納
言
信
康
、

院
井
女
御
殿
御
進
発
、

口
口
口
口
督
所
望
事
、
宜
様
有
御
気
色
云
々
、

夜
半
内
裏
焼
亡
、
五
条
東
洞
院
、
暁
鐘
之
後
、
行
幸
高
倉
殿
、

ミ
　
　
こ
　
　
ミ
　
　
ミ
　
　
ミ
　
　
こ
　
　
　
　
　
こ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
ミ
　
　
こ
　
　
　
　
　
ミ
　
　
こ
　
　
と
　
　
こ
　
　
　
　
　
こ
　
　
こ
　
　
こ
　
　
シ
　
　
　
ミ

夜
半
内
裏
焼
亡
、
五
条
東
洞
院
、
行
幸
五
条
万
里
小
路
辻
之
後
、
暁

鐘
以
後
行
幸
高
倉
殿
、
累
代
腰
輿
焼
了
、
件
腰
輿
令
乗
八
幡
大
菩
薩

御
云
々
、

行
幸
大
内
裏
、

大
殿
祭
事
有
沙
汰
、

○
裏
書

（廿
七
日
条
裏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
若
力
〕

去
月
日
従
内
裏
還
御
此
第
、
主
上
頻
不
可
有
還
御
之
由
有
勅
定
、
御
歳
四
歳
之
口
可

有
此
勅
否
哉
、
邦
綱
卿
口
大
相
国
云
、
此
御
所
定
有
事
欺
者
、
不
経
幾
程
有
此
火
災
、

王
化
之
所
及
可

貴
く
、

＋

月
大
藁

　
五
日
己
亥
　
地
蔵
講
如
例
、

十
七
日
辛
亥
　
前
中
納
言
顕
長
卿
亮
、
年
五
十
、

〔廿
日
甲
寅
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
臨
時
之
力
〕

n
　
　
　
　
］
　
［
　
　
］
口
口
口
小
除
目
、

廿
一
日
乙
卯
　
日
吉
御
幸
試
楽
、
有
七
番
競
馬
染
分
、
諸
卿
皆
参
上
也
、

廿
五
日
己
未
　
［
　
　
　
］
行
幸
、
二
員
供
奉
、
舞
人
畑
雌
珊
杁
五
位
四
人
、
競
馬
十
番

　
　
　
　
　
　
也
、
儀
式
次
第
、
神
宝
・
舞
人
・
競
馬
、
侍
従
代
公
卿
結
唐
尾
、

　
　
　
　
　
　
舞
人
銀
色
付
花
■
錦
、
人
々
皆
以
錺
衣
装
、
北
面
衆
、
殿
下
、
右
衛
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
院
力
〕

　
　
　
　
　
　
右
兵
衛
、
■
武
者
所
也
、

　
　
　
　
　
　
〔
冊
五
力
〕

廿
六
日
庚
申
　
口
口
日
、

○
裏
書

（廿
五
日
条
裏
）

〔
殿

下
〕
　
自
四
条
坊
門
打
入
東
、
依
馬
俳
叉
也
、
（
藤
原
師
長
）
　
　
　
　
　
（
藤
原
）

口
口
、
左
大
臣
、
右
大
臣
、
内
大
臣
、
大
納
言
殿
、
公
保
、
定
房
、

　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）

中
納
言
隆
季
、
宗
家
、
実
国
、
成
親
非
■
、
参
議
資
賢
、
邦
綱
非
、

　
　
（
藤
原
）
　
　
　
（
藤
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
）

　
　
兼
雅
非
、
成
範
非
、
雅
頼
、
家
通
、
頼
盛
、
宗
盛
、
時
忠
、

〔舞
人
力
〕

口
口

　
　
　
　
　
　
（
×
泰
通
）

四
位
纈
難
妙
繍
六
綻
難
妙
酬
㌣
五
位
願
懸
舛
㈱
∵
鑓
臓
砂
鶴
㌣
六
位
臓
献
嫉
楠
関
鱗
盤
パ

陪
従四

位
嶢
、
い
、

幣
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）

　

［
　
　
］
少
将
光
能
、
左
少
将
脩
範
、

拝
事

　
別
当
以
物
賦
十
人
、
着
水
干
小
袴
、
立
二
行
、
払
前
、

　
（
藤
原
成
範
）

　
左
兵
衛
督
用
欺
冬
下
襲
、

　
馬
助
安
芸
守
能
盛
子
懸
小
総
鰍
、
件
轍
貴
物
欺
、

　
　
馬
蕃
麟
敷
二
轟
鵡
元
三
番
鍵
麟
頑
繋
パ
翼
ぴ
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四

番
嫌
越
贋
　
五
番
臓
鋲
勝
　
六
番
賦
峻
勝

　
　
　
七

番
願
願
膜
　
入
番
鎌
鎮
賎
　
九
番
願
寧
隣

　
　
　
　
　
　
三
番
以
後
各
不
混
馳
渡
了
云
々
、

御
車
以
金
銀
秀
唐
比
志
文
、
御
車
副
花
太
縫
黄
鳥
尾
、

＋
番
願
輝
勝

卿
以
下
也
、
以
近
衛
府
為
舞
人
、
右
少
弁
重
方
軽
服
日
数
之
内
・
少
納

言
信
康
為
御
前
、
大
外
記
・
大
夫
史
・
史
生
・
官
掌
各
以
前
駈
、
近

衛
一
員
同
為
随
身
、
被
乗
唐
車
、
院
方
日
吉
御
幸
御
車
也
、

被
渡
　
院
御
桟
敷
殿
七
条
殿
、

＋
万
小
建
荘

二

日
丙
寅

四
日
戊
辰

五

日
己
巳

十

日
甲
戌

十
一
日
乙
亥

十
三
日
丁
丑

十
五
日
己
卯

十
六
日
庚
辰

廿
六

日
庚
寅

廿
七

日
辛
卯

違
冊
五
日
、

乍
車
有
門
外
、
去
自
十
五
日
方
違
、
当
冊
五
日
也
、

　
〔
砒
力
〕

先
妃
御
忌
日
、
有
仏
経
供
養
、

地
蔵
講
如
例
、

（藤
原
基
実
×
平
盛
子
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
）

前
摂
政
北
政
所
移
徒
白
川
新
造
宅
祖
故
刑
部
卿
忠
盛
朝
臣
跡
也
、
公
卿
五
人
、

殿
上
人
五

人
、
兼
在
彼
宅
、
雇
従
公
卿
邦
綱
卿
・
時
忠
朝
臣
云
々
、

　
〔
庇
力
〕

用
枇
車
、

弥
勒
講
如
例
、

　
　
　
　
　
〔
神
宝
力
〕

一
代
一
度
大
口
口
使
也
、
上
卿
源
大
納
言
定
房
卿
、
行
事
頭
弁
信
範

　
　
　
　
　
〔
勢
〕

朝
臣
也
、
伊
世
使
王
資
遠
、
中
臣
親
頼
、
忌
部
致
貞
、
卜
部
伊
岐
宗

信
初
度
、
宇
佐
使
［
　
　
］
佐
平
信
基
、
主
典
伊
岐
季
定
、
神
部
正

元
・
1
、
今
日
被
下
　
宣
旨
云
、
正
親
正
顕
行
解
氏
務
、
可
付
長
者

云

々
、
此
事
不
穏
便
、
更
以
所
不
存
也
、
王
等
参
陣
所
訴
申
欺
、
近

是
外
記
使
部
助
正
骨
張
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
光
隆
）

五
節
参
内
、
左
大
臣
、
治
部
卿
、
若
狭
、
出
雲
、

成
勝
寺
南
大
門
焼
亡
、
失
火
云
々
、
病
人
右
件
門
指
火
之
間
失
也
、

終
夜
大
雪
、
明
朝
如
雪
山
、

同
、有

陰
気
、
時
々
雨
下
、
及
暁
鐘
雲
気
晴
了
、

天
晴
、
摂
政
始
詣
春
日
社
、
公
卿
十
六
輩
為
雇
従
、
以
中
納
言
隆
季

○
裏
書

（十
二
日
条
裏
）

［
　
　
　
　
］
源
少
将
通
能
朝
臣
、

＋
二
月
大
叢

七

日
庚
子

十

日
癸
卯

十十
　エ　　 　ノヘ　ニ

日日
己丙
酉午

十
九

日
壬
子

○
暦
駿

（長
寛
元
年
巻
）

賀
茂
中
宮
亮
国
雅
朝
臣
、

　
　
　
　
ぱ
　
　

松
尾
少
将
泰
通
朝
臣
、
稲
荷

施
行
了
、

五
社
奉
幣
、
上
卿
中
納
言
実
房
、
伊
勢
使
王
兼
綱
、
中
臣
親
頼
、
忌

部
茂
重
、
卜
部
親
宗
、
依
立
幣
物
也
、
公
家
御
祈
登
以
可
然
哉
、
誠

可
云
陵
遅
、

摂
政
移
徒
新
造
閑
院
第
、
有
黄
牛
・
水
火
童
女
、
此
院
地
高
松
院
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
ロ

領
也
、
而
相
博
室
藤
原
盤
常
領
八
町
許
、
有
此
造
作
、
去
中
秋
比
始

土
木
、
季
冬
今
成
風
功
了
、
摂
録
威
勢
以
柄
焉
哉
、

　
〔
予
〕

伊
与
参
着
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）

八
十
嶋
使
発
遣
、
典
侍
■
邦
綱
卿
女
、
成
頼
卿
室
也
、
賜
殿
下
御
車
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
親
範
）

前
駈
成
頼
卿
室
井
平
宰
相
妾
、
廿
人
也
、
親
井
夫
婦
乗
網
代
車
為
雇

従
、
院
御
見
物
云
々
、

下
名
、
呈
上
、

冊
五

日
井
王
相
方
於
二
条
万
里
小
路
南
西
角
小
屋
違
方
、
七
条
殿
御

前
依
渡
此
家
御
不
向
遠
所
之
故
也
、
件
屋
右
京
亮
相
時
所
構
借
也
、
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応
保
二
年
十
一
月
一
日
昌
書
頭
従
五
位
上
行
兼
権
暦
博
士
美
作
権
介
賀
茂
朝
臣
周
平

　
　
　
　
　
　
従
四

位
下
行
縫
殿
頭
兼
陰
陽
権
助
暦
博
士
丹
後
権
介
賀
茂
朝
臣
宣
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
四
位
下
行
主
計
頭
兼
陰
陽
頭
丹
後
介
賀
茂
朝
臣
在
憲

（永
万
元
年
巻
）

長
寛
二
年
十
一
月
一
日
従
五
位
上
行
陰
陽
博
士
賀
茂
朝
臣
済
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
五
位
下
行
昌
書
頭
兼
権
暦
博
士
美
作
権
介
賀
茂
朝
臣
周
平

　
　
　
　
　
　
　
従
四
位
下
行
縫
殿
頭
兼
陰
陽
権
助
暦
博
士
因
幡
介
賀
茂
朝
臣
宣
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
四
位
下
行
主
計
頭
兼
陰
陽
頭
備
中
介
賀
茂
朝
臣
在
憲

（仁
安
二
年
巻
）

仁
安
元
年
十
一
月
一
日
正
五
位
下
行
陰
陽
博
士
但
馬
権
介
賀
茂
朝
臣
済
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
四
位
下
行
昌
書
頭
兼
権
暦
博
士
土
左
介
賀
茂
朝
臣
周
平

　
　
　
　
　
　
　
従
四
位
上
行
縫
殿
頭
兼
陰
陽
権
助
暦
博
士
因
幡
介
賀
茂
朝
臣
宣
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
四
位
下
行
主
計
頭
兼
陰
陽
頭
備
中
権
介
賀
茂
朝
臣
在
憲
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